


施政方針
　

は
じ
め
に

　

本
村
に
お
け
る
常

会
単
位
で
の
住
民
主

導
の
活
動
と
し
て
、
ゴ

ミ
の
分
別
33
品
目
へ

の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
、
平
成
19
年
度

循
環
共
生
参
加
町
づ

く
り
表
彰
を
環
境
大

臣
か
ら
受
賞
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
雑
誌
『
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
』
が
調
査
し
た
全

国
市
町
村
安
全
ラ
ン

キ
ン
グ
の
結
果
、
交
通

事
故
と
犯
罪
遭
遇
率

の
少
な
い
住
み
よ
い

村
と
し
て
、
全
国
23
位

と
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
村
と
し
て
、
誠
に

喜
ば
し
い
限
り
で
、
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

　

さ
て
、
社
会
で
は
、

格
差
と
い
う
言
葉
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
税
財
源

の
配
分
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
ま
た
、
国
と
地

方
、
都
市
と
農
村
そ

し
て
各
市
町
村
の
地

域
内
格
差
な
ど
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
が
進
む
中
で
、
農
地
の
荒
廃
、
集

落
の
維
持
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
、
税
収
の
確
保
や
公
共
施
設
の
維
持

管
理
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
農
村
問
題
に
関
し

て
、
明
治
大
学
小
田
切
教
授
に
よ
る
と
、

農
山
村
に
は
、
２
０
１
０
年
問
題
が
あ
り
、

つ
ま
り
そ
れ
は
、
農
山
村
に
お
け
る
時
代

の
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、
可
能
性
を
は

ら
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
１
つ
は
過
疎
法
の
失
効
で

あ
り
、
ポ
ス
ト
過
疎
法
の
動
向
、
２
つ
は
、

市
町
村
合
併
特
例
法
の
失
効
時
期
で
あ
る

こ
と
、
３
つ
に
は
、
中
山
間
直
接
支
払
制

度
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

昭
和
一
桁
世
代
の
本
格
的
な
高
齢
化
な
ど
、

諸
々
の
影
響
が
２
０
１
０
年
の
前
後
に
集

中
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
対
応
い
か
ん
で
日
本
の
農
山
村

は
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
医
療
費
適
正
化
の
総

合
的
な
推
進
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

創
設
、
保
険
者
の
再
編
統
合
、
特
定
健
康

診
断
、
特
定
保
健
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
新
た
な
保
険
料
の
負
担
や
受
診

率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
実
質
公

債
費
比
率
が
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
対
象

と
な
り
、
25
％
を
超
え
る
場
合
は
、
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
、
35
％
を
超
え
る
場
合
は
、

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
つ
ま
り
赤
字
再
建
団
体
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
実
質
赤
字
比
率
20
％

の
場
合
も
赤
字
再
建
団
体
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
村
の
財
政
状
況
は
19
年
度
実
質
公

債
費
比
率
22
・
２
％
の
予
定
で
あ
り
、
県

下
高
位
か
ら
２
位
、
全
国
１
、８
０
０
余
り

の
市
町
村
の
中
で
も
、
高
位
１
４
１
位
の

位
置
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
現

在
村
で
は
、
小
中
学
校
改
築
費
用
を
算
入

し
て
実
質
公
債
費
比
率
を
25
％
以
下
を
維

持
す
る
た
め
の
財
政
計
画
を
立
て
行
政
改

革
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
健
全
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
村
の
現
状
を
述
べ
ま
す
と
、

① 

財
政
硬
直
化
の
主
要
因
は
、
４
億

３
、６
７
３
万
円
に
お
よ
ぶ
各
特
別
会
計

へ
の
繰
り
出
し
金
。
特
に
簡
易
水
道
事
業
、

集
落
排
水
事
業
へ
の
繰
り
出
し
金
が
突
出

し
て
お
り
、
少
々
の
使
用
料
の
値
上
げ
で

は
対
応
で
き
ず
、
今
後
老
朽
化
が
進
む
に

つ
れ
、
更
な
る
維
持
管
理
費
の
増
大
が
予

測
さ
れ
、
財
政
を
大
き
く
圧
迫
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

② 

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ

い
て
、
19
年
度
行
政
改
革
推
進
委
員
に
よ

る
進
行
状
況
の
検
討
が
行
わ
れ
、
さ
ら
な

る
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。・
議
員
・
特
別
職
の
報
酬
削
減

・
議
員
定
数
の
削
減
・
課
の
統
廃
合
・
事

務
事
業
の
見
直
し
・
補
助
金
の
削
減
な
ど

引
き
続
き
改
革
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

③ 

役
場
職
員
の
人
員
削
減
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
職
員
数
は
46
人

と
な
っ
て
お
り
、
最
大
67
人
か
ら
17
人
の

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
課
の
統
廃
合
に

つ
い
て
は
、
平
成
14
年
度
の
６
課
２
局
か

ら
20
年
度
に
は
３
課
２
局
へ
と
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

④ 

小
・
中
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
若

年
層
の
減
少
が
進
み
、
平
成
19
年
中
の
出

生
は
11
人
と
な
り
、
将
来
複
式
学
級
に
な

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
助
と

し
て
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
教
育

終
了
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
、

村
の
財
政
計
画
、
学
校
施
設
の
効
率
的
利

用
、
維
持
管
理
の
負
担
、
義
務
教
育
９
カ

年
の
小
中
連
携
と
一
貫
教
育
を
視
野
に
入

れ
、
今
後
国
の
教
育
制
度
改
正
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
村
に

い
つ
ま
で
も
学
校
が
存
続
で
き
る
よ
う
小

中
一
体
型
施
設
と
し
て
、
基
本
設
計
・
実

施
設
計
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

⑤ 

村
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
事
業
交
付
金
事
業
、
農

地
・
水
環
境
向
上
活
動
支
援
事
業
、
鳥
獣

害
防
止
総
合
対
策
事
業
、
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
受
入
事
業
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
研

修
事
業
、
新
規
就
農
対
策
事
業
な
ど
、
さ

ら
に
国
土
調
査
事
業
、
環
境
大
臣
表
彰
の

受
賞
を
契
機
に
村
民
と
の
協
働
の
取
り
組

み
と
し
て
、
水
源
の
里
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
村
道
改
良
関

係
で
は
、
道
路
改
良
臨
時
交
付
金
事
業
、

（要旨）



過
疎
対
策
事
業
、
臨
時
市
町
村
道
整
備
事

業
、
村
単
独
村
道
改
良
事
業
、
村
単
独
維

持
補
修
事
業
、
水
源
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

補
助
事
業
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
整
備
事

業
、
農
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

方
財
政
対
策
等
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め

な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
職
員
一
人

ひ
と
り
が
強
く
認
識
し
、
柔
軟
な
発
想
と

創
意
工
夫
に
よ
り
、
各
施
策
を
取
捨
選
択

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
、
効

率
的
に
配
分
し
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
村
の
主
要
課
題
と
諸
施
策

　

に
つ
い
て

１
．
第
４
次
村
振
興
計
画
基
本
構
想
の
推
進

２
．
農
山
漁
村
活
性
化
法
に
基
づ
く
、
村

　
　

活
性
化
計
画
の
推
進

３
．
実
質
公
債
費
比
率
県
下
第
２
位
、
全

　
　

国
１
４
１
位
の
高
位
に
あ
る
財
政
再

　
　

建
計
画
の
策
定
と
公
表

４
．
小
・
中
学
校
一
体
型
施
設
と
し
て
の

　
　

基
本
設
計
、
実
施
設
計
の
策
定

５
．
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
人
口
減

　
　

少
に
伴
う
簡
易
水
道
事
業
、
集
落
排

　
　

水
事
業
な
ど
の
維
持
・
補
修
・
管
理

　
　

等
経
費
増
大
対
策

６
．
村
政
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
検
討

　

平
成
20
年
度
新
規
予
算
を
伴
う
事
業

１
．
小
・
中
学
校
校
舎
等
改
築
設
計
委
託

２
．
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

　
　

業

３
．
水
源
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
事
業

４
．
風
力
発
電
関
係
地
域
づ
く
り
支
援
事

　
　

業

５
．
乳
児
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
（
中

　
　

学
校
修
了
時
ま
で
）

６
．
障
害
者
福
祉
計
画
の
見
直
し

７
．
地
域
伝
統
文
化
伝
承
事
業

８
．
日
韓
国
際
交
流
学
習
事
業
支
援
（
小

　
　

学
５
・
６
年
生
対
象
）

９
．
緊
急
地
震
速
報
装
置
設
置
事
業

10
．
地
域
防
災
設
備
整
備
事
業
（
油
圧
式

　
　

災
害
救
助
器
具
の
購
入
、
防
火
水
槽

　
　

の
設
置
な
ど
）

11
．
簡
易
水
道
会
計
起
債
の
４
千
２
８
４
万

　
　

円
繰
上
償
還

　

広
域
関
連
事
業
と
し
て

１
．
県
消
防
広
域
化
、
県
内
一
圏
域
化
へ

２
．
国
道
４
３
８
号
府
能
バ
イ
パ
ス
完
成

　
　

に
よ
る
徳
島
バ
ス
の
路
線
延
長
（
神

　
　

山
町
ま
で
）

３
．
大
川
原
高
原
一
帯
に
大
型
風
力
発
電

　
　

施
設
の
完
成
な
ど

　

役
場
の
改
革
に
つ
い
て

１
．
特
別
職
等
の
給
与
削
減
の
継
続
（
村

　
　

長
20
％
、
副
村
長
10
％
、
参
事
、
課
長
・  

　
　

主
幹
の
管
理
職
手
当
２
％
を
削
減
）

２
．
議
会
議
員
の
報
酬
削
減
の
継
続　
　

　
　
（
10
％
削
減
）

３
．
公
務
員
の
給
与
構
造
の
見
直
し
に
伴
う

　
　

一
般
職
員
の
給
与
構
造
改
革
の
推
進

４
．
人
員
削
減
に
よ
る
総
人
件
費
の
抑
制

　

・
村
議
会
議
員
定
数
の
削
減
（
平
成
19

　
　

年
度
統
一
選
挙
よ
り
２
人
減
の
10
人
）

　

・
農
業
委
員
会
委
員
定
数
の
削
減
（
平

　
　

成
17
年
度
よ
り
２
人
減
の
13
人
）

　

・
役
場
職
員
の
減
員
（
平
成
14
年
以
来
、

　
　

18
人
削
減
（
う
ち
１
人
は
収
入
役
廃

　
　

止
に
よ
る
も
の
）

　

※
平
成
14
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で

　
　

の
人
員
削
減
に
よ
る
総
人
件
費
節
減

　
　

額
は
１
億
円
強
を
見
込
ん
で
い
る

５
．
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進

　　

む
す
び
に　

　

こ
の
予
算
は
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定

税
率
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
補
正
対
応
の

必
要
も
考
え
て
い
ま
す
が
、
暫
定
税
率
が

維
持
さ
れ
る
と
い
う
前
提
で
予
算
編
成
を

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日

行
政
の
範
囲
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も

の
を
総
ざ
ら
い
し
、
真
に
行
政
と
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
公
共
団
体
の

存
立
に
必
要
不
可
欠
な
施
策
を
は
じ
め
と

し
て
、
行
政
の
守
備
範
囲
を
限
定
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
指
導
・
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



　

村
議
会
は
、
３
月
10
日
開
会
さ
れ
、
平
成
20
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会
計
ほ
か
６
特
別
会
計
の
当
初
予
算
案
７
件
、
平
成

19
年
度
一
般
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
５
件
、
条
例
案
11
件
、
人
事
案
件
１
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
合
わ

せ
て
25
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
、
３
月
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議

会

だ

よ

り

3
月
定
例
議
会

議
案
第
１
号　

平
成
20
年
度
佐
那
河
内

村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
20
年
度
佐
那
河
内

村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
３
号　

平
成
20
年
度
佐
那
河
内
村

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
20
年
度
佐
那
河
内

村
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

平
成
20
年
度
佐
那
河
内

村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

平
成
20
年
度
佐
那
河
内

村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
７
号　

平
成
20
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
２
３
６
万
５
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
22

億
３
１
０
１
万
９
千
円
と
し
た
も
の
。

議
案
第
９
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
60
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
４
億
６
９
０
３
万

円
と
し
た
。

　

国
保
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の

変
更
に
か
か
る
委
託
料
の
増
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
10
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　

８
１
５
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
、１
億
２
８
８
１
万
円
と
し
た
。

維
持
管
理
に
か
か
る
修
繕
工
事
及
び
原
材

料
費
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
11
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

条
例
案
件

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

７
５
９
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
２
億
50
万
円
と
し
た
。
施
設
管

理
に
か
か
る
汚
泥
処
理
費
及
び
施
設
整
備

工
事
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
12
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て

　

２
１
７
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
３
億
５
９
８
４
万
円
と
し
た
。

保
険
給
付
費
の
減
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
13
号　

佐
那
河
内
村
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に

伴
い
、
市
町
村
で
行
う
事
務
の
明
確
化
を

図
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
14
号　

佐
那
河
内
村
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
条
例

議
案
第
15
号　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

課
の
統
廃
合
に
伴
い
条
例
中
の
課
名
を

一
部
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
16
号　

佐
那
河
内
村
中
央
運
動
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

多
目
的
広
場
の
使
用
料
を
引
き
上
げ
改

正
す
る
も
の
。

議
案
第
17
号　

佐
那
河
内
村
重
度
心
身
障

害
者
等
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

中
国
残
留
邦
人
等
に
関
す
る
新
法
の
施

行
に
伴
い
、
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る

助
成
を
対
象
外
と
す
る
も
の
。

議
案
第
18
号　

佐
那
河
内
村
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
を
引
き

続
き
平
成
20
年
度
も
実
施
す
る
も
の
。

議
案
第
19
号　

佐
那
河
内
村
営
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
20
号　

佐
那
河
内
村
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

当
初
予
算

補
正
予
算



議
案
第
1
号　

地
方
の
道
路
整
備
の
促
進

と
道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

　

国
に
お
い
て
は
、
道
路
特
定
財
源
諸
税

の
暫
定
税
率
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
る
。

　

も
し
、暫
定
税
率
が
廃
止
な
れ
ば
、地
方

税
等
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
と
も
に
、道

路
整
備
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
、地
方
財

政
が
危
機
的
な
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
と

な
る
こ
と
か
ら
、安
定
的
財
源
確
保
と
、道

路
整
備
が
着
実
に
推
進
で
き
る
よ
う
国
に

要
望
す
る
も
の
。

　　　
　

集
落
（
常
会
）
に
お
い
て
、
急
速
に

　
　

進
む
少
子
高
齢
化
か
ら
①
独
居
老
人

家
庭
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
②
限
界
集

落
増
加
抑
止
対
策
に
つ
い
て

　
　

①
ご
家
庭
ご
と
の
現
状
把
握
に
努
め
、

　
　

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
、
行
政
と
し
て
す
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
村
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
住
民
と
で
役
割
分
担
を
し
、
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

瀧  

倉　

俊  

晴  

議
員

一
般
質
問

大  

岩    

和  

久  
議
員

　

暴
力
団
員
及
び
そ
の
同
居
者
に
対
し
、

公
営
住
宅
等
の
入
居
を
排
除
す
る
条
項
を

追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
21
号　

佐
那
河
内
村
簡
易
水
道
等

事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

村
が
管
理
す
る
給
排
水
施
設
に
損
害
を

与
え
た
場
合
の
損
失
補
償
に
関
す
る
条
項

を
追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
22
号　

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
に
引
き
続
き
平
成
20
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
議
長
・
副
議
長
・
議
員
の
報
酬
月
額

を
10
％
削
減
す
る
も
の
。

議
案
第
23
号　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

平
成
19
年
度
に
引
き
続
き
平
成
20
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
村
長
の
給
料
月
額
を
20
％
、
副
村
長

の
給
料
月
額
を
10
％
削
減
す
る
も
の
。

　
議
案
第
24
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

西
岡　

優
氏
の
再
任
に
同
意
す
る
も
の
。

人
事
案
件

て
い
る
。
②
集
落
の
維
持
は
、
行
政
だ
け

で
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。ま
ず
地
域
が
、

地
域
の
現
状
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
ど
ん
な
課
題
が

あ
り
、
何
が
一
番
必
要
な
の
か
な
ど
課
題

整
理
し
、
行
政
と
住
民
が
と
も
に
集
落
の

維
持
発
展
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　

庁
内
課
再
編
成
に
あ
た
り
、行
政
サ
ー

　
　

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
職
員
間
の
情

報
共
有
・
各
課
の
情
報
伝
達
を
今
以
上
に

徹
底
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

職
員
が
共
有
す
べ
き
情
報
は
、早
く

　
　

一
斉
に
知
ら
せ
る
方
法
を
考
え
た

い
。
ま
た
、
職
員
が
相
互
に
そ
の
職
務
を

十
分
に
連
携
さ
せ
、
課
自
ら
の
事
務
事
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
に
発

揮
し
、
課
内
会
議
や
職
員
会
議
な
ど
に
よ

る
情
報
の
共
有
化
に
努
め
た
い
。

　
　

小
・
中
学
校
校
舎
改
築
つ
い
て
①
３

　
　

月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
の
感
想
②
今
後
の
合
意
形
成
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

①
現
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
に
は
、

　
　

大
変
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
②
学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
代

表
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
連
絡
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
話
し
合
い
の
場
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。　

　
　

大
久
保
峠
の
県
道
改
良
に
つ
い
て
、

　
　

神
山
町
と
合
同
で
陳
情
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

地
元
の
要
望
と
し
て
、
今
後
も
根
気

　
　

よ
く
要
望
し
続
け
て
い
き
た
い
。
そ

の
中
で
、
神
山
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
広

域
的
な
視
点
に
立
っ
て
要
望
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　
　

現
在
地
域
単
位
で
行
っ
て
い
る
集
落

　
　

排
水
処
理
施
設
の
管
理
を
、
村
か
ら

の
委
託
業
務
と
し
て
取
り
扱
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
さ
せ
て
い

　
　

た
だ
き
た
い
。

　
　

小
・
中
学
校
改
築
に
つ
い
て
①
財
政

　
　

難
の
折
、
プ
ー
ル
と
給
食
セ
ン
タ
ー

の
改
築
は
取
り
や
め
に
し
て
は
ど
う
か
。

②
改
築
に
向
け
て
の
今
後
ど
の
よ
う
な
事

務
体
制
で
進
め
る
つ
も
り
か
。　
　

　
　

①
校
舎
、
体
育
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

　
　

プ
ー
ル
と
も
に
学
校
教
育
を
進
め
る

上
で
、
大
切
な
施
設
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
全
体
計
画
の
中
で
村
と
し
て
の
考
え

方
を
提
案
し
、
議
会
と
も
協
議
し
て
い
き

た
い
。
②
改
築
事
業
の
進
み
具
合
に
応
じ

て
、
必
要
な
専
門
家
を
期
間
雇
用
す
る
な

ど
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
事
務

議
員
提
出
議
案



的
な
体
制
と
し
て
は
、
退
職
者
へ
応
援
を

求
め
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て
①
農
業
収
益
を

　
　

上
げ
る
指
導
を
行
政
が
行
っ
て
は
ど

う
か
②
農
産
物
直
売
所
と
道
の
駅
の
設
置

に
つ
い
て
③
加
工
場
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

①
市
場
の
状
況
を
一
番
把
握
し
、
日

　
　

常
的
に
農
家
と
つ
な
が
っ
て
い
る
農

協
の
販
売
と
営
農
が
一
体
化
す
る
こ
と
が

一
番
効
率
的
な
農
家
の
所
得
拡
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。
②
農
家
の
み
な
さ

ん
や
各
種
グ
ル
ー
プ
の
意
欲
や
荷
さ
ば
き

が
で
き
て
い
く
前
提
条
件
の
下
に
仮
店
舗

の
準
備
を
す
る
考
え
は
あ
る
。
道
の
駅
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
は
、
１
町
村

１
駅
の
計
画
が
あ
り
、申
し
出
て
は
い
る
。

設
置
に
は
一
定
の
条
件
や
財
源
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
将
来
に
向
け
て
需
要
の
動
向

を
見
定
め
た
い
。
③
施
設
が
で
き
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
関

係
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
な
く
て
は

で
き
な
い
。
事
業
と
し
て
の
採
算
を
考
え

る
と
、
積
極
的
な
取
り
組
み
や
精
選
さ
れ

た
計
画
が
な
い
と
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

　
　

い
、
低
所
得
者
の
最
低
生
活
保
障
の

確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

保
険
料
に
は
、
２
・
５
・
７
割
の
軽
減

　
　

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
所

得
割
に
つ
い
て
は
、
税
法
上
無
所
得
の
人

に
は
課
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

低
所
得
者
へ
の
負
担
は
現
況
よ
り
軽
減
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

職
員
の
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
①
職

　
　

員
の
安
全
衛
生
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
②
府
能
水
源
地
で

働
く
職
員
の
安
全
衛
生
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
行
う
つ
も
り
か
。　

　
　

①
村
長
と
し
て
、
職
員
が
安
全
に
職

　
　

務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
衛
生
管
理
者
を
置
き
、

庁
内
に
安
全
衛
生
委
員
会
を
設
け
、
事
務

事
業
の
執
行
に
つ
い
て
の
安
全
性
の
確
保

に
つ
い
て
委
員
会
か
ら
村
長
に
提
言
、
具

申
を
す
る
制
度
を
と
っ
て
い
る
。
②
抜
本

的
に
危
険
を
回
避
す
る
に
は
、
用
水
関
係

者
の
理
解
が
不
可
欠
だ
が
、
現
段
階
で
合

意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
村

と
し
て
は
水
源
地
へ
行
く
頻
度
を
減
ら
す

こ
と
で
危
険
性
を
排
除
す
る
方
策
を
講
じ

て
き
た
。
今
後
も
で
き
る
だ
け
危
険
な
状

況
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
用
水
関
係
者
の

ご
理
解
を
頂
け
る
よ
う
精
力
的
に
働
き
か

け
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

　
　

小
・
中
学
校
校
舎
改
築
に
関
連
し
て
、

　
　

教
育
委
員
会
の
職
員
を
増
員
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
村
民
の
合
意
形
成
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

校
舎
改
築
事
業
に
関
し
て
は
、
庁
内

　
　

で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
財
政
・
建

築
な
ど
担
当
課
職
員
に
分
担
し
て
進
め
て

い
る
。
そ
の
他
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
に

合
わ
せ
、
必
要
な
人
員
は
期
間
的
に
配
置

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

合
意
形
成
に
向
け
て
村
民
に
も
っ
と
情

報
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
後
日
、
全
員
協

議
会
で
示
し
た
い
。

　
　

小
・
中
連
携
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

　
　

伺
い
た
い
。

　
　

小
・
中
学
校
が
様
々
な
事
業
や
授
業

　
　

を
通
じ
、教
員
同
士
の
つ
な
が
り
、児

童
・
生
徒
同
士
の
つ
な
が
り
が
持
て
た
こ

と
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
に
視
点
に
立
っ

た
教
育
行
政
の
推
進
、
ま
た
教
員
が
可
能

な
限
り
自
ら
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
十

分
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
か

ら
も
ご
支
援
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
向
で

進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
　

教
育
委
員
の
資
格
に
つ
い
て
、
適
格

　
　

条
件
に
反
す
る
委
員
が
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
て
、
そ

　
　

の
職
務
に
積
極
的
に
努
め
ら
れ
て
お

り
、
不
適
格
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。　

　
　

保
育
所
へ
の
正
規
職
員
採
用
の
必
要

　
　

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
村
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　

今
後
の
入
所
の
状
況
、
あ
る
い
は
保

　
　

育
所
と
庁
舎
職
員
と
の
勤
務
状
況
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
配
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

婦
人
・
青
年
・
老
人
・
子
ど
も
議
会

　
　

等
の
開
催
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

村
の
重
要
事
業
に
つ
い
て
提
言
頂

　
　

け
る
機
会
と
し
て
各
議
会
の
開
催
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

職
員
の
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
規

　
　

定
に
つ
い
て
、
現
行
の
ま
ま
で
良
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
19
年
1
月
1
日
付
け
で
飲
酒
運

　
　

転
、
無
免
許
運
転
等
悪
質
な
事
案
に

つ
い
て
は
懲
戒
処
分
・
免
職
な
ど
含
め
罰

則
を
強
化
し
て
い
る
。
今
後
社
会
的
な
状

況
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

　
　

内
部
通
報
制
度
の
必
要
性
を
ど
の
よ

　
　

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
新

設
の
意
思
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

必
要
な
制
度
だ
と
考
え
て
い
る
。
今

　
　

後
こ
の
法
の
趣
旨
、
制
度
そ
の
も
の

安  
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を
研
究
し
、
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　　
　

施
政
方
針
の
中
で
、地
産
地
消
と
農
村

　
　

の
伝
承
料
理
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

健
康
に
結
び
つ
く
諸
活
動
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
20
年
度

の
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

行
政
が
問
題
提
起
を
し
て
、
そ
れ
に

　
　

賛
同
い
た
だ
け
る
み
な
さ
ん
と
と
も

に
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
行

政
主
導
に
な
ら
な
い
よ
う
、
支
援
と
い
う

形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

集
落
活
性
化
補
助
金
の
活
用
方
法
並

　
　

び
に
運
用
の
拡
大
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

19
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
新
し
い
事

　
　

業
な
の
で
、
今
後
ご
意
見
を
頂
き
な

が
ら
、
良
い
方
向
で
継
続
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
20
年
度
は
募
集
回
数
を
増
や

す
こ
と
で
柔
軟
な
受
付
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 　
　

地
震
及
び
災
害
発
生
時
に
ど
の
よ
う

　
　

な
対
策
を
と
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、

衣
食
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
備
蓄
が
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　

災
害
時
に
は
、
村
は
災
害
対
策
本
部

　
　

を
設
置
し
て
、
全
職
員
を
動
員
し
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
別
に
消
防
団
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
村
独
自
の
備
蓄
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
徳
島
県
東
部
地
域
12
市
町
村
で
災
害

時
応
援
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
災
害
時
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
支
援
し
合
う

体
制
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
防
災

セ
ン
タ
ー
に
も
備
蓄
物
が
確
保
さ
れ
て
お

り
、
万
一
の
場
合
は
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て
①
今
後
の
農
業

　
　

振
興
施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
②
す
だ
ち
・
み
か
ん
の
他
、
銘
柄

品
種
に
対
し
て
の
苗
木
の
助
成
は
考
え
て

い
る
か
。

　
　

①
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
若

　
　

い
担
い
手
の
育
成
や
、
新
た
な
就
農

者
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
交
付
金
を

有
効
活
用
し
た
集
落
活
動
を
通
じ
、
農
地

の
保
全
、
有
効
活
用
を
更
に
進
め
て
、
農

業
振
興
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。②
今
後
適
地
適
作
を
念
頭
に
お
き
、本

村
で
進
め
る
べ
き
農
業
生
産
の
苗
木
や
苗

代
の
補
助
を
行
い
、
農
業
振
興
の
生
産
誘

導
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
20
年
度

は
、ユ
ズ
・
甘
長
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
生
産
奨
励

と
し
て
苗
代
の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

 

　
　

ゴ
ミ
の
収
集
等
に
つ
い
て
①
集
積
場

　
　

の
舗
装
工
事
を
し
て
は
ど
う
か
②
ゴ

ミ
袋
購
入
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
③
産
業

廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

そ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

①
現
況
と
し
て
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー

　
　

を
入
れ
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
と
っ

て
い
る
。
今
後
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
の

で
、
舗
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。
②
環
境
保
全
の
意
識
向
上
を

促
す
た
め
、
全
国
的
に
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化

が
進
ん
で
い
る
。
で
き
れ
ば
、
減
額
と
行

く
形
で
は
な
く
、
還
元
す
る
と
い
う
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
③
産
業
廃
棄
物

と
一
般
廃
棄
物
の
区
別
が
で
き
て
い
な
い

業
者
が
い
る
よ
う
な
の
で
、
事
業
所
に
対

し
て
細
か
く
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

国
道
４
３
８
号
府
能
バ
イ
パ
ス
完
成

　
　

に
伴
い
、
案
内
等
看
板
設
置
を
要
望

し
て
は
ど
う
か
。　

　
　

現
在
徳
島
土
木
事
務
所
に
よ
る
不
備

　
　

な
箇
所
の
調
査
、
情
報
収
集
が
行
わ

れ
て
い
る
。
村
と
し
て
も
、
早
急
な
対
応

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　

地
す
べ
り
の
影
響
も
あ
り
、
路
面
が

　
　

非
常
に
傷
ん
で
い
る
秋
城
本
線
の
舗

装
工
事
を
早
急
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
測
量
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ

　
　

の
結
果
を
待
っ
て
20
年
度
以
降
予
算

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、応
急
処
置
と
し
て
簡

易
舗
装
に
よ
る
路
面
補
修
は
し
て
い
き
た

い
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
①

　
　

同
制
度
の
実
状
（
人
口
等
）
に
つ
い

て
②
検
診
事
業
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
③

同
制
度
の
推
進
上
の
問
題
点
が
あ
れ
ば
知

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

①
対
象
人
口
６
０
０
人　

対
象
世
帯

　
　

数
４
９
０
世
帯
。
内
訳 

特
例
で
認

め
ら
れ
て
い
る
74
歳
以
下
が
23
世
帯
25

人
。
75
歳
以
上
が
４
６
７
世
帯
５
７
５
人

で
あ
る
。
②
村
と
し
て
も
受
診
者
の
増
加

を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
に
広
報
活
動
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
③

保
険
料
の
徴
収
業
務
が
村
の
業
務
と
な
っ

て
く
る
こ
と
が
課
題
。
他
に
も
、
混
乱
が

生
じ
な
い
よ
う
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

大
川
風
力
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
い

　
　

て
①
工
事
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
②

完
成
後
に
予
想
さ
れ
る
収
益
に
つ
い
て
③

風
力
発
電
施
設
事
業
に
関
わ
る
Ｐ
Ｒ
施
設

の
整
備
に
つ
い
て

　
　

①
風
力
サ
イ
ト
の
基
礎
工
事
に
つ
い

　
　

て
は
、
12
月
末
現
在
で
15
基
す
べ
て

長  
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完
了
。
送
電
線
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
２
月
末
に
完
了
。
管
路
埋
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
積
雪
の
た
め
進
ち
ょ
く
が
遅

れ
て
お
り
、
約
４
５
０
ｍ
の
掘
削
が
終
了

し
て
い
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て

は
２
２
基
す
べ
て
完
了
。
風
車
等
の
組
み

立
て
等
の
完
了
予
定
は
、６
月
下
旬
。②
償

却
資
産
の
申
告
に
基
づ
い
て
固
定
資
産
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
申
告
が
行
わ
れ
て
か
ら

お
知
ら
せ
し
た
い
。
③
村
と
し
て
は
、
既

存
す
る
村
有
財
産
の
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス

も
し
く
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ

施
設
を
開
館
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。し
か
し
、冬
場
の
利
用
な
ど
課

題
も
あ
る
の
で
今
後
事
業
主
と
の
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

小
中
学
校
の
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

　
　

①
昨
年
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
検
査

の
結
果
に
つ
い
て
②
学
力
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

①
県
別
の
平
均
点
は
公
表
さ
れ
て
い

　
　

る
が
、
学
校
別
の
平
均
点
等
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
徳
島
県
は
全
国
的
に
あ

ま
り
良
く
な
い
結
果
で
あ
っ
た
た
め
、
県

下
全
域
で
県
教
育
委
員
会
の
学
校
支
援
課

か
ら
の
指
導
を
受
け
、
現
場
の
教
職
員
も

状
況
を
十
分
理
解
し
て
い
る
。
②
小
学
校

で
は
、朝
ド
リ
ル
学
習
を
10
〜
15
分
間
で
、

週
２
、３
回
と
朝
の
読
書
時
間
を
設
け
、

そ
の
感
想
文
を
書
い
た
り
、
意
見
発
表
を

行
っ
た
り
し
て
、
国
語
に
必
要
な
力
で
あ

る
読
む
、
書
く
、
聞
く
、
話
す
た
め
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
火
曜
日
の

６
時
限
目
に
５
、６
年
生
を
対
象
に
イ
チ

ゴ
タ
イ
ム
と
名
付
け
た
指
導
時
間
を
設
け

て
い
る
。
現
在
は
主
に
算
数
科
目
に
つ
い

て
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
他

の
科
目
の
指
導
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
各
学
年
毎
週
１
時
間

の
補
習
事
業
の
実
施
。
19
年
度
か
ら
は
、

通
年
50
分
単
位
授
業
の
実
施
。
読
書
タ
イ

ム
を
設
け
、
読
解
力
の
育
成
も
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、家
庭
学
習
の
定
着
を
目
的
に
、

毎
日
課
題
を
生
徒
に
出
題
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
パ
ソ
コ
ン
検
定
、
英
語
検
定
を
実

施
し
生
徒
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
促

し
て
い
る
。

　
　

村
が
抱
え
る
限
界
集
落
の
問
題
を
ど

　
　

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

過
疎
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
に
対
応

　
　

で
き
る
特
効
薬
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
や
は
り
村
の
問
題
を
１
つ
ず
つ
き
ち

ん
と
掘
り
起
こ
し
そ
れ
を
住
民
に
知
ら
せ

み
ん
な
で
知
恵
を
絞
り
、
そ
の
中
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
１
つ

ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。

議
会
行
事
出
席
報
告

3
月

　
　
　
　〈
場
所
〉（
出
席
者
）

４
日
　
村
議
会
全
員
協
議
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
全
議
員
）

１０
日
　
平
成
２０
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
（
開
会
、
議
案
の
上

程
、
議
案
審
議
）

１１
日
　
平
成
２０
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
（
第
２
日
、
議
案
審

議
）（
全
議
員
）

１２
日
　
平
成
２０
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
（
第
３
日
、
議
案
審

議
）（
全
議
員
）

１３
日
　
平
成
２０
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
（
第
４
日
、
議
案
審

議
）（
全
議
員
）

１６
日
　
佐
那
河
内
小
・
中
学
校
卒
業
式
〈
佐
小
体
育
館
、
佐
中
体
育
館
〉

（
全
議
員
）

１７
日
　
平
成
２０
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
（
第
５
日
、
一
般
質

問
）（
全
議
員
）

１９
日
　
平
成
２０
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
（
最
終
日
、
一
般
質

問
、
表
決
）（
全
議
員
）

２１
日
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
、
評
議
委
員
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
加
藤
、

中
野
正
副
議
長
）

２５
日
　
小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
議
会
〈
小
松
島
市
〉（
加
藤
、
岩
佐

組
合
議
員
）

同
日
　
村
農
業
委
員
会
総
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
仁
羽
農
業
委
員
）

２６
日
　
平
成
２０
年
３
月
分
例
月
出
納
検
査
〈
役
場
〉（
西
川
、
長
尾
監
査
委

員
）

２７
日
　
徳
島
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
〈
徳
島
市
〉（
西
川
、
長

尾
監
査
委
員
、
吉
本
書
記
）

２９
日
　
平
成
１８
年
度
戦
没
者
追
悼
式
〈
佐
小
体
育
館
〉（
全
議
員
）



みんなの取り組みの成果が、評価されました。

平成平成1919年度年度
「循環・共生・参加まちづくり表彰」受賞！！「循環・共生・参加まちづくり表彰」受賞！！
平成19年度
「循環・共生・参加まちづくり表彰」受賞！！

　「循環・共生・参加まちづくり表彰」とは、地球

環境問題からリサイクル対策まで多岐にわたる

地域の課題を視野に入れ、住民・企業がパート

ナーシップを構築しながら持続可能なまちづく

りに取り組んでいる地域を表彰する「取組部

門」と１９年度より新たに募集した、住民・企業・

自治体などが協働を図りながら、環境の恵み豊

かな、持続可能なまちづくりを実現するための

提案で、今後市町村の取組みの参考となるも

のを表彰する「提案部門」の2部門からなる。

　今回表彰が決定したのは、本村の他、東京都

板橋区、静岡県掛川市、静岡県牧之原市、京都

府長岡京市、香川県直島町、愛媛県内子町の7

市町村。

　3月26日、鴨下環境大臣より
ゴミの分別収集をはじめとする
環境保全に対する表彰状が授
与されました。
　住民一人ひとりの地道な取
り組みが、大きな成果として認
められました。

夜間・休日救急診療の受診方法

総 合 病 院

総 合 病 院

外 科

総 合 病 院

外 科 ・ 整 形 外 科

外 科

整 形 外 科

内科・呼吸器科・消化器科・循環器科

内 科 ・ 外 科 ・ 整 形 外 科

内 科 ・ 外 科 ・ 整 形 外 科

内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科

整 形 外 科

内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科

徳島市北常三島町2丁目34

徳島市東山手町1-41-6

徳島市北島田町1丁目45-2

名西郡石井町石井字石井434

徳島市昭和町7丁目37

徳島市津田西町1丁目2-30

徳島市南庄町4丁目63-1

徳島市八万町橋本92-1

徳島市中洲町1-31

徳島市寺島本町西2丁目37-1

名西郡石井町石井字石井231-1

徳島市南二軒屋町1丁目1-16

徳島市北佐古一番町1-8

622-5121

622-7788

632-9299

674-0024

625-8353

662-5311

632-3328

668-1070

625-3535

623-2462

674-2311

652-1119

631-7711

徳 島 市 民 病 院

田 岡 病 院

水の都脳神経外科病院

手 束 病 院

高 木 病 院

寺 沢 病 院

松 永 病 院

協 立 病 院

中 洲 八 木 病 院

橘 整 形 外 科

麻 野 病 院

中 村 整 形

川島循環器クリニック

内 科 ・ 小 児 科
徳島市沖浜東2-16 ふれあい健康館1階

622-3576
徳 島 市 夜 間 休 日
急 病 診 療 所

（月～土）19：30～23：30
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号

1． 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）

2． 病状が重いと判断される場合（中・重症） 速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急搬送車を活用してください。

あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するようにしてください。

救急搬送車：679-3999



財 政 状 況 等 一 覧 表

会　計　名

般　　会　　計

通　　会　　計

歳　入 歳　出 形式収支 実質収支 備　考地方債現在高 他会計からの繰入金

（百万円）

（百万円）

2,844

2,844

0.17

22.2

3.8

90.8

2,784

2,784

60

60

55

55

4,058

4,058

0 

0

標準財政規模
（Ａ）

臨時財政対策
債発行可能額
（B）

合　　計
（Ａ）＋（B）

1,507791,428

計　名 総収益
（歳入）

総費用
（歳出）

〈法適用以外〉
形式収支

〈法適用企業〉
不良債券

〈法適用企業〉
累積欠損金

〈法適用企業〉
経常収支比率

純損益
（実質収支） 備考企業債（地方債）

現在高
他会計からの
繰入金

（百万円、％）

360

145

474

211

340

341

144

468

207

319

19

1

5

4

21

19

1

5

4

16

－

1,025

－

2,037

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

32

70

21

173

54

国民健康保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介護保険事業特別会計

法非適用企業

法非適用企業

力 指 数

実 質 公 債 費 比 率

実 質 収 支 比 率

経 常 収 支 比 率

経常損益
資本又は
正味財産

当該団体か
らの出資金

当該団体か
らの補助金

当該団体か
らの貸付金

当該団体から
の債務保証に
係る債務残高

当該団体から
の損失補償に
係る債務残高

備　考

（百万円）

用企業とは、地方公営企業法を適用している公営企業である。
用企業に係るもの以外のものについては、「総純益」「総費用」「純損益」の欄に、それぞれ「歳入」「歳出」「実質収支」を表示している。
債務及び累積欠損金は、正数で表示している。

算書を作成していない民法法人は「経常損益」の欄には当期正味財産増減額を記入している。

（注）実質公債費比率は、平成19年度の起債協議等手続きにおいて用いる平成16年度から平成18年度の3ヵ年平均である。

1 計及び特別会計の財政状況（主として普通会計に係るもの）会計．一般会

2．1 の特別会計の財政状況（公営企業を含む公営事業会計に係るもの）外の以外

計　名 歳入
（総収益）

歳出
（総費用）

〈法適用以外〉
形式収支

〈法適用企業〉
不良債券

〈法適用企業〉
累積欠損金

〈法適用企業〉
経常収支比率

実質収支
（純損益） 備考地方債（企業債）

現在高
当該団体の
負担金割合

（百万円、％）

2

6,690

96

14

539

1

6,270

87

9

508

1

420

9

5

31

1

420

9

5

31

0

0

0

0

1,754

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.2

0.8

0.3

0.8

8.6

徳島県市町村議会議員公務災害補償等組合

徳島県市町村総合事務組合（一般会計）

徳島県後期高齢者医療広域徳島県後期

外外小松島市外3町村衛生組合

徳島県市町村総合事務組合
徳島滞納整理機構（特別会計）

3 る一部事務組合等財政状況する．関係す

4 クター等の経営状況及び地方公共団体の財政的支援の状況セク．第三セ

5 数指数．財政指

年度決算）年度決算）（平成（平成（平成 88118811881118年度決算）

　地方分権の進展に伴い、地方公共団体の行財政運営については、住民に対する説明責任を果たすことがますます重権の進展に伴い、地方公共団体の行財政運営については、住民に対する説

要になるとともに、地方財政の状況が極めて厳しい中で、各団体が住民等の理解と協力を得ながら財政の健全化を推ともに、地方財政の状況が極めて厳しい中で、各団体が住民等の理解と

進していくためには、自らの財政状況についてより積極的に情

報を開示することが求められています。

　本村においては、地方自治法に基づく決算や財政状況の公表

示に努めているところであり、財政状況の一覧表をなど情報開示など情報開

合的な財政情報を公表します。合作成し、総



平
成
20
年
度
予
算

総
額
は 
35
億
3
4
0
8
万
円

村
が
平
成
20
年
度
に
行
う
施
策
や
事
業
の
も
と
に
な
る

平
成
20
年
度
予
算
が
、3
月
定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
な
施
策
を
進
め
る
一
般
会
計
予
算
は
、
23
億
３
０
０
０
万
円（
前

年
度
比
１
億
１
０
０
０
万
円  
４
・
７
％
増
）、国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の

５
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
合
計
は
１２
億
４
０
８
万
円（
前
年
度
比
３
億
９
６

０
９
万
円 

 

３３
・
９
％
減
）で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
村
の
予
算
総
額
は
、
35

億
３
４
０
８
万
円（
前
年
度
比
２
億
８
６
０
９
万
円  

８
・
１
％
減
）と
な
り

ま
す
。

10年間の総額推移状況

0
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20

30

40

50

60

54
億
０
５
０
０
万
円

45
億
９
１
０
８
万
円

45
億
２
７
５
０
万
円

46
億
１
４
７
８
万
円

44
億
４
３
６
６
万
円

46
億
１
１
６
３
万
円

39
億
３
９
２
５
万
円

37
億
１
７
７
５
万
円

38
億
２
０
１
７
万
円

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

（億円） （　）は前年対比

（14.7）

（2.8）

35
億
３
４
０
８
万
円

（△15.1）（△1.4） （△3.7）（1.9） （3.8）

（△15.6）
（△5.6） （△8.1）

　
本
村
の
財
政
は
既
に
予
算
規
模
を
遙
か

に
上
回
る
村
債
残
高
（
平
成
１８
年
度
末
現

在
総
額
約
７０
億
円
余
り
（
特
別
会
計
を
含

む
））
を
抱
え
、
そ
の
償
還
に
伴
う
財
政

の
硬
直
化
が
進
ん
で
お
り
、
１７
年
度
決
算

に
お
い
て
新
し
く
導
入
さ
れ
た
実
質
公
債

費
比
率
※
は
、
２２
・
２
％
と
非
常
に
高
い

数
値
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
数
値
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
（
県
下
で
２
番
目
に
悪
い

数
値
を
示
す
）。
加
え
て
村
税
等
の
自
主

財
源
が
少
な
く
、
地
方
交
付
税
は
一
般
会

計
の
当
初
予
算
で
、
半
分
以
上
を
占
め
て

お
り
国
に
大
き
く
依
存
す
る
財
政
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
逼
迫
し
た

国
の
財
政
状
況
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け

る
と
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
前
年
度
に
も
増
し
て
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分
と
経
費
支
出
の

効
率
化
を
徹
底
し
、
経
常
経
費
全
般
に
つ

い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
推
進
す
る

一
方
、当
面
の
重
点
課
題
で
あ
る
、少
子
高

齢
化
対
策
、
環
境
問
題
や
新
た
な
地
域
づ

く
り
へ
の
構
築
な
ど
数
多
く
の
課
題
を
勘

案
し
つ
つ
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
不
足
す
る
財
源
の
確
保

に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
等
補
助
金
を
可

能
な
限
り
見
込
む
ほ
か
、
各
種
基
金
（
貯

金
）
の
取
崩
し
（
本
年
度
は
３
億
３
千
５

百
万
円
余
り
）に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
と
し

て
お
り
、基
金
残
高
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
（
昨
年
度
も
当
初
予
算

に
３
億
円
余
り
基
金
を
取
り
崩
さ
な
い
と

予
算
が
編
成
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
こ

れ
は
一
般
会
計
で
３
億
円
余
予
算
が
足
り

な
い
と
い
う
危
機
的
な
状
況
で
す
。）

　
ま
た
、
道
路
財
源
で
あ
る
暫
定
税
率
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
本
村
で
は
６
５
５
０
万

円
減
額
補
正
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ

れ
に
伴
う
多
額
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
今
後
は
受

益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
り
、
事
業

の
必
要
性
を
検
証

し
、
各
施
策
の
取

捨
選
択
、
重
点
化
、

優
先
順
位
付
け
を

行
い
な
が
ら
、
新

た
な
視
点
か
ら
抜

本
的
な
行
財
政
改

革
を
実
施
し
、本
村

の
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率

と
は
、
基
本
的
に
分

子
に
村
債（
借
金
）の
元

利
償
還
金（
公
債
費
）

を
置
き
、分
母
に
標
準

財
政
規
模
を
置
い
て

求
め
ま
す
。
分
子
の

元
利
償
還
金
に
は
、一

般
会
計
分
は
も
と
よ

り
、
簡
易
水
道
事
業

や
農
業
集
落
排
水
事

業
で
支
払
う
元
利
償
還
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
や
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
公
債
費
類

似
経
費
も
算
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、連
結

決
算
の
考
え
方
を
導
入
し
て
求
め
ら
れ
る
比
率

で
す
。

　
こ
の
比
率
は
１８
％
を
超
え
る
と
起
債
許
可
団

体
と
な
り
、
２５
％
を
超
え
る
と
起
債
制
限
団
体

と
な
り
、
著
し
く
起
債
の
新
規
発
行
を
制
限
さ

れ
ま
す
。

〈一般会計＋特別会計＝当初予算額〉



自

歳　入
23億

3,000万円

依

存

主財

財

源
財

源
（75.2％）

（（（24.8 ）％））

繰入金
14.4％

3億3,572万円

分担金・負担金・使用料及び手数料　1.2％　2,594万円

財産収入　0.5％ 1,205万円
繰越金・その他　1.1％　2,507万円

村税　7.6％　1億7,811万円
国庫支出金国庫支出金
2.7％ 6,336万円

地方譲与税等地方譲与税等
4.4％ 1億262万円

県支出金
8.5％
1億9,918万円

村債
8.5％
1億9,795万円

地方交付税
51.1％

11億9,000万円

歳　出
23億

3,000万円

議会費議会費  1.51 5％％
3 5713,571万円万円

災害復旧費 0.8％ 1,840万円

2億3,262万円

諸支出金 0.3％800万円

商工費 1.3％ 3,113万円

消防費消防費 0 7  0.7％％ 1 7421,742万円万円

予備費 0.1％ 269万円

農林水産業費
16.4％

3億8,101万円

総務費
17.9％

4億1,697万円

公債費
22.4％

5億2,171万円

土木費  6.1％
1億4,116万円

民生費
14.4％

3億3,541万円

教教育費  8.1%
1億億8,777万円

衛生費  10.0％

平成20年度  会計別予算の概要
伸び率は前年度当初予算対比　△はマイナス

区　　　　分

総　　　　　　　　　額

一　　般　　会　 計

特　　別　　会　 計

簡　　易　　水　　道

老　　人　　保　　健

介 護 保 険 事 業

国民健康保険事業

農業集落排水事業

後期高齢者医療事業

35億3,408万円

23億3,000万円

12億408万円

3億8,220万円

1億7,700万円

5,820万円

2億500万円

3億4,833万円

3,335万円

△8.1

4.7

△32.9

△6.3

22.6

△766.7

0.5

△0.1

－

予　算　額 伸び率（％）

【
歳
　
入
】

　
歳
入
予
算
構
成
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ

い
。
村
税
や
繰
入
金
（
積
み
立
て
た
基
金

（
貯
金
）か
ら
取
り
崩
し
、
歳
入
予
算
に
計

上
）
な
ど
村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
、
５
億
７
６
８
９
万
円
で
全
体
の
２４

・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
残
り
の
収
入

は
地
方
交
付
税
、
村
債
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
の
依
存
財
源
で
１７
億
５
３
１
１
万
円
、

７５
・
２
％
で
す
。

　
平
成
２０
年
度
の
村
税
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
５
５
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
は
主
に
ト
ン
ネ
ル
工
事
終
了
に
伴
う
法

人
税
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
村
債
の
繰
上
償

還
を
行
う
た
め
に
減
債
基
金
を
４
６
２
９

万
円
、
小
・
中
学
校
校
舎
改
築
の
実
施
設

計
の
た
め
に
校
舎
改
築
基
金
か
ら
７
８
５

０
万
円
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
特
定
財
源
（
自
動
車
重
量
譲
与
税

・
地
方
道
路
譲
与
税
・
自
動
車
取
得
税
交

付
金
）
に
つ
い
て
は
、
地
方
譲
与
税
等
の

う
ち
、７
８
２
６
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
本
村
で
は

約
３
８
０
０
万
円
余
り
減
額
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
ま
た
国
庫
支
出
金
の
う
ち
道

路
臨
時
交
付
金
（
道
路
改
築
事
業
国
庫
補

助
金
）に
つ
い
て
も
、
全
額（
２
７
５
０
万

円
）
減
額
と
な
り
ま
す
。
歳
入
の
５１
・
１

％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
地
方
の
財

政
状
況
に
応
じ
、
国
が
一
定
の
基
準
で
交

付
す
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
村
の

借
金
で
あ
る
村
債
は
１
億
９
７
９
５
万
円

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
歳
　
出
】

　
歳
出
予
算
構
成
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ

い
。

　
村
債
の
償
還
に
伴
う
公
債
費
が
最
も
大

き
な
経
費
と
な
っ
て
お
り
、
５
億
２
１
７

１
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
償
還
の
ピ

ー
ク
は
今
現
在
、
平
成

現
在

平
成
２１２
年
度
で
あ
り
今

年
度

今

後
も
歳
出
の
４
分
の
１
近
く

を
占
め
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
続
い
て
、総
務
費
４
億

１
６
９
７
万
円（
職
員
の
人

件
費
等
）、
農
林
水
産
業
費

３
億
８
１
０
１
万
円
、（
元
気

な
地
域
づ
く
り
事
業
、
鳥
獣

害
対
策
事
業
、
中
山
間
直
接

支
払
事
業
等
）、民
生
費
３
億

３
５
４
１
万
円
（
介
護
保
険

事
業
、
障
害
者
福
祉
対
策
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
等
）、

と
続
き
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
衛
生
費
、
土
木

費
、教
育
費
、
消
防
費
、
議

会
費
、
災
害
復
旧
費
、
商
工

費
、
諸
支
出
金
、
予
備
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
を

　
　
歳
入
・
歳
出
別
に
み
る
と



一
般
会
計
予
算
を

　
　
　
　
性
質
別
に
み
る
と

・ 自主財源
　村税や保育料・分担金・負担金・使用
料や手数料・繰入金など村が自主的に
調達できるお金のことです。

・ 依存財源
　地方交付税や国・県支出金など、国や
県から村に入ってくるお金のことです。ま
た、県知事の許可を受けて借り入れる村
債も含まれます。

・ 義務的経費
　人件費、扶助費、公債費の合計をい
い、支出が義務づけられており、任意に削
減できない経費のことです。この経費の
占める比率が低いほど財政構造の弾力
性が確保できていることになります。

・ 投資的経費
　道路や建物の整備などの経費で、その
支出の効果が将来にわたって継続するも
のをいいます。災害復旧事業なども含ま
れます。

・ 人件費
　議員報酬、委員等報酬、特別職の給
与、職員の給与、地方公務員共済組合
負担金、退職手当組合負担金、災害補
償費、職員互助会等の合計をいいます。

・ 扶助費
　生活保護法、児童福祉法、老人福祉
法等の社会保障関連法に基づき、高齢
者、児童、障害者等に対して行う扶助
（援助）の経費のことです。

・ 公債費
　地方債の元利償還金、一時借入金利
子などの経費のことです。地方債の発行
等による借り入れは後年度の公債費の
増加要因となります。

・ 物件費
　人件費に計上されたもの以外の賃金、
旅費、交際費、需用費、役務費、備品購
入費、委託料等の合計をいいます。

・ 補助費等
　一部事務組合や他の公共団体、各種
団体への補助金や負担金などの経費を
いいます。

・ 繰出金
　一般会計から特別会計への資金の繰
り入れのことをいいます。本村では、6つの
特別合計に繰り出ししています。

用語解説

公債費
5億2,186万円
22.4％

義務的経費
11億202万円
47.3％

その他の経費
8億6,662万円
37.2％

投投投資的経費投資的経費投資投資 費費費費投資的経費
3333333億億億6,1366,1366,136万円万円円円円円万円
15.515.515.5％％％

物件費
1億8,709万円
8.0％

補助費等
2億787万円
8.9％

人件費
4億7,029万円
20.2％

普通建設事業
3億4.496万円
14.8％

繰出金
4億3,673万円
18.7％

扶助費 1億987万円 4.7％％災害復旧事業  1,640万円  0.7％

維持補修修費  1,971万円  0.8％

積立金  780万円  0.3％

予備費  269万円  0.1％
貸付金  410万円  0.2％

投資及び出資金投資及び出資金 63  63万円万円 0 0  0.0％％

　
性
質
別
予
算
構
成
グ
ラ
フ
を
見
て
く

だ
さ
い
。
職
員
等
の
人
件
費
や
借
金
の

返
済
で
あ
る
公
債
費
、
乳
幼
児
医
療
費

等
の
扶
助
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費

は
、歳
出
全
体
の
半
分
を
占
め
、そ
の
中

で
も
公
債
費
・
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、年

々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
公
債

費
は
、
償
還
ピ
ー
ク
が
平
成
２１
年
度
で

あ
り
今
後
も
償
還
に
伴
う
経
費
は
増
大

し
ま
す
。し
か
し
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

職
員
数
や
議
員
定
数
の
減
少
等
に
伴
い

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
義
務
的
経
費

全
体
で
前
年
度
と
比
べ
△
５
３
２
万
円
、

△
０
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
投
資
的
経
費
で
す
が
、
今
年
度

は
、小
・
中
学
校
校
舎
改
築
の
実
施
設
計

等
に
７
９
１
０
万
円
計
上
し
た
た
め
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
８
３
４
４
万
円
、

３０
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来

年
度
は
、
校
舎
の
改
築
が
入
っ
て
く
る

た
め
大
幅
に
増
額
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
最
後
に
、
そ
の
他
の
経
費
で
す
が
、

主
に
は
、特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
、需

用
費
・
役
務
費
等
の
物
件
費
、
各
種
団

体
へ
の
補
助
費
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
半
分
を
占
め
る
繰
出
金
に
つ

い
て
は
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
、
特

に
簡
易
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事

業
の
公
債
費
に
充
当
す
る
繰
出
金
増
加

や
、
介
護
保
険
事
業
へ
の
繰
出
金
も
増

加
し
て
お
り
、前
年
度
予
算
と
比
べ
、

１
９
６
１
万
円
、
４
・
７
％
の
増
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
新
た

に
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
へ
の
繰
出
金

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
物
件
費
・
補
助

費
等
も
今
年
度
は
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
他
の
経
費

全
体
で
は
前
年
度
予
算
に

比
べ
、
３
１
８
８
万
円
３

・
８
％
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、計または増減額が一致しないことがある。



国民
年金 　

納付には、納め忘れのない 
　口座振替　が便利です。

国民年金保険料は
納期を守って
納めましょう!

国民年金の手続き（　）はお済みでしょうか？国民年金の手続き（　）はお済みでしょうか？国民年金の手続き（　）はお済みでしょうか？国民年金の手続き（　）はお済みでしょうか？種別
変更

　就職や退職、結婚などで加入者の種別が変わったときは、14日以内に手続きをすることが必要です。

　届け出をしなかったために、将来の年金額などに影響が出る場合があるますので、必要な手続きは

早急に済ませましょう。

■国民年金の加入者は、3つの種別に分けられます。
　・第1号被保険者……自営業・学生など（第2号、第3号被保険者以外の人）

　・第2号被保険者……会社員などの厚生年金保険・共済組合などの加入者

　・第3号被保険者……会社員など（第2号被保険者）に扶養されている配偶者

■種別が変わるときには届け出が必要です。

■対象となる学生……大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校及び各種学校（知事の認可を受け

ている学校で修業年限が1年以上ある課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年所得が118万

円以下であるとき。

■手続き……在学証明または、学生証の写し、年金手帳、印鑑をご持参の上、役場国民年金担当窓口で申請してく

ださい。（毎年申告が必要です）

■承認を受けた期間……学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金ま

たは遺族基礎年金を受け取ることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に

算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度……承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なく

なります。このため、これらの期間は、10年以内であれば、あとから保険料を納付することができます。

なお、保険料の免除もしくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、3年目以降に保険料を追納する

場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ、政令で定める額が加算されます。

■対象者

・平成3年3月以前の国民年金任意対象であった学生

・昭和61年3月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金や共済組合などに加入していた人の配偶者であって、

任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在障害基礎年金の1・2級に相当の障害状態にある人。ただ

し65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当する人に限ります。

学生のみなさん！「学生納付特例制度」をご存じですか？学生のみなさん！「学生納付特例制度」をご存じですか？学生のみなさん！「学生納付特例制度」をご存じですか？学生のみなさん！「学生納付特例制度」をご存じですか？

特別障害給付金の請求はお済みですか？特別障害給付金の請求はお済みですか？特別障害給付金の請求はお済みですか？特別障害給付金の請求はお済みですか？

現在の種別 種別の変わる理由 変更後の種別 必要な届け出 届け先
　第1号 就職して厚生年金か共済組合に加入した 第2号 資格喪失届 事業所
 会社員と結婚して被扶養配偶者になった 第3号 種別変更届 事業所
 夫（妻）が就職してその被扶養配偶者となった 第3号 種別変更届 事業所
　第2号 転職して自営業になった 

第1号
 資格取得届 

村役場
 （被扶養配偶者も第1号被保険者になります）  (種別変更届) 
 会社を退職して自営業者の妻（夫）になった 第1号 資格取得届 村役場
 会社を退職して会社員の被扶養配偶者になった 第3号 資格取得届 事業所
　第3号 夫（妻）が会社を退職した 第1号 種別変更届 村役場
 会社員の夫（妻）と離婚した 第1号 種別変更届 村役場
 収入が増え、被扶養配偶者でなくなった 第1号 種別変更届 村役場
 夫（妻）が亡くなった 第1号 種別変更届 村役場
 会社に就職して被扶養配偶者でなくなった 第2号 資格喪失届 事業所
 夫（妻）が転職し、厚生年金から共済組合、共済組合から厚生年金に変わった 第3号 種別確認届 事業所
　未加入 会社などに勤めていなかった 第1号 資格取得届 村役場
 20歳未満で就職し、厚生年金か共済組合に加入した 第2号 届け出不要 －
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1F

2F

課の配置と仕事課の配置と仕事

ト
イ
レ

会
議
室

1Fへ→
3Fへ→

会　議　室放
送
室

住民福祉課

保　育　所

村 長 室

2Fへ→

村民ルーム

トイレ

教育次長　麻植　春一
主　　査　太尾　勝利
事務主任　梶本　佳史
用　務　員　長江真里子

学校給食センター
調理員　石井　幸恵
調理員　安藝　充代

課長補佐　森脇　繕輝
課長補佐　松下　祐子
課長補佐　安藝　　肇
主　　査　青木　和代
係　　長　下岡　　徹
係　　長　橘　　公司

係　　長　上野　浩嗣
保　健　師　佐藤　享恵
事務主任　森河　　健
主 　 事　松田　大悟
主　　事　　倉　裕介
主　　事　伊原　和代

所　　長　近藤つよ子
保 育 士　福永　恵子
保 育 士　上平　昇代
保 育 士　加藤　季代
保 育 士　野田　真代

課　　長　　大西　　整

村長　松　尾　　肇

お気軽にお越しください。

IP電話番号：代表5000～5004

老人福祉・障害者福祉・児童福祉・介護保険・
福祉医療・母子保健・民生児童委員・災害援
助・保健衛生・健康増進・予防衛生・戸籍・諸
証明・住民登録・選挙管理委員会・国民年金・
後期高齢者医療・住宅・国民健康保険・税務
全般

保育全般・調理全般



村役場 課の配置と仕事課の配置と仕事課の配置と仕事課の配置と仕事課の配置と仕事

●

会　議　室
教育長室

議会事務局

産業建設課

総務企画課

出　納　室

正面玄関

教育委員会事務局

AED設置場所

主　　幹　河野富士子
主　　幹　松下　　弘
課長補佐　多田　　実
課長補佐　松山　健児
課長補佐　梯　　卓義
主　　査　橘　　孝治
係　　長　西村　一義

係　　長　安冨　圭司
技術主任　仲　　弘志
技術主任　日下　洋志
事務主任　岩野　高大
主　　事　尾山　智美

係　　長　山岡　　忍
事務主任　谷　　慎也

会計管理者　吉本　　恒（併任）

参事兼課長　　原　　仁志

参事兼事務局長　吉本　恒

教育長
（給食センター所長兼務）

小谷　洋二
IP5006

IP5005

副村長（総務企画課長事務取扱）　林　利之

人事・給与・財政全般・条例・規則・消防・水防・広報・交通安全・防犯・企画開発・総合
計画・その他企画・過疎計画・庁舎管理・財産管理・統計・行政相談・救急搬送・工事検
査・山振計画・法定外公共物・農振センター管理・指名願一式・水源の里事務

農業振興・農業委員会・商工観光・林務・消費者行政・土木・治山・砂防・土地改良・国土
調査・災害復旧・簡易水道・集落排水・環境衛生・いきものふれあいの里

課長補佐　富永　政明
課長補佐　山本　利也
主　　査　東條　浩文

係　　長　住友　桂子
係　　長　山岡　　忍
事務主任　森　　貴浩

事務主任　角田　寛子

（兼務）



第95号

善意銀行だより

　上記の預託金は、社会福祉のために役立ててくださいと寄せられたものです。善意によっ

て膨らんだ預託金を元金とした利子を活用し、地域福祉事業などの推進のため、有意義に活

用させていただきます。

　ありがとうございました。

●栗　坂　憲　一 様…………金一封

3月11日（火）（火）

卒業おめでとう！！卒業おめでとう！！

　今年度卒業する6人の児童のお別れ会をしました。
松尾村長より「農振センターの2階和室で学童保育を始めて
から、早いもので足かけ6年、全員元気に中学校に送り出す
ことができ、嬉しく思います」とお話がありました。

　卒業生 6人一人ひとりから
学童保育へのメッセージを頂き、気持ちばかりではありま
すが、記念品をお渡ししました。
卒業生…『学童保育は大変楽しかったです。指導員の先生
お世話になりました』
5年生以下の児童…『ありがとうございました』
　学童保育を巣立つこどもたちを見つめる指導員の目
には、うっすらと涙が浮かんでいるようでした。

学童保育お別れ会学童保育お別れ会学童保育お別れ会

●シルバー人材センター●
　人材センターでは、仕事の申し込みと、20年度会員の
募集をしています。年会費として1,000円頂きますが、こ
れは傷害保険の一部に充当させていただいています。
　余った時間や自分の特技を有効に活用し、楽しく・有意
義に過ごしましょう。
ちょっと手間が足らず困った時には、ぜひ人材センターへ
お電話ください。

平成20年度も、県シルバー人材センタ
ーに加入してのSP事業（一般高齢者及
び会員を対象に雇用を前提とした講習会
を開くことを目的とする）の開催を予定
しています。内容はその
都度お知らせします。

シルバー人材センター標準配分表 （平成19年10月1日～）配分金が変わります!!

　職　群 　　　　職　　種 　時給（円） 　職　群 　　　　職　　種 　時給（円）

 田植え･稲刈り 　　800～1,100 
折衝外交

 ゴミ分別 650

 消毒（肥料散布） 　　800～1,100  ゴミ処理（軽四一車） 1,000～2,000

農 作 業 ゆず･すだちみかん採り 　650～　700 
サービス

 家事援助(病人･保育･留守番)   650～　700

 すだち･みかん･キウイ摘果 　650～　700  病人の付き添い   650～　700

 柑橘剪定 　　800～1,100 事務処理 一般事務・宛名書き   650～　700

 草刈機使用の除草 　　800～1,100 浄　　書 賞状　全面１枚 2,000～3,000

 特殊機械の使用 1,000～1,100 
障子貼り

 障子（材料費別）1枚 1,200
屋外作業

 機械使用の土木作業 1,000～1,100  ふすま貼り　1枚 2,000～3,000

 除草・清掃 　650～　700 

屋内作業
 しいたけなどの荷造り 　650～　700  軽トラ      （燃料費含む） 1日1,500円

 各種屋内作業 　650～　700 
各　  種

 ﾁｪｰﾝｿｰ　　（　　〃　　） 　〃　1,500円

 植木剪定・消毒・手入れ 1,000～1,500 使 用 料 動力噴霧器（　　〃　　） 　〃　1,500円

技能作業 大工・左官・修理 1,000～1,500  草刈機　　（　　〃　　） 　〃　1,500円

 塗装 1,000～1,500 



3/11
（火）

卒業間近の小学6年生へ、思いのこもった卒業記念品

　消費者協会（会長森脇豊子さん）
の会員さんから、「買うばかりではな
く、再利用や物を大切にする心を大
切にしてください。」との言葉ととも

に、牛乳パックをリサイクルして作った筆立てが贈
られました。

3/12
（水）

　母子会（会長星山千代子さん）の
会員さんからは、ノートが贈られまし
た。「これからは、勉強にスポーツに
頑張ってください。」と声をかけられ

た卒業生は、元気よく返事をしていました。

～消費者協会＆母子会からの贈り物～

佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録
　平成１９年度も、多くに大会に出場し、たくさんの記録を残しました。1回ではとても紹介しきれないので、

今回を第1弾ということで2回に分けて、紹介します。（敬称略）

○新府能トンネルマラソン（12月23日・新府能トンネル内）
　3000ｍ中学男子　1位 吉田　一成  9分18秒　2位 石本　敬汰  10分25秒　3位 松本　尚也  10分29秒
　3000ｍ中学女子　1位 賀川絵里香  12分53秒　2位 市原　成美  12分54秒　3位 清水　楓  12分55秒
　1500ｍ小学生5.6年男子　1位 瀧本　健介  4分49秒　2位 日下　翔太  5分05秒　3位 佐々木悠斗  5分09秒 
　1500ｍ小学生5.6年女子　3位 賀川菜津美  5分48秒
　1500ｍ小学生3.4年男子　1位 冨長　大悟  6分00秒　3位 石本　裕門  6分16秒
　1500ｍ小学生3.4年女子　３位 吉田　梨央  5分40秒
　1500ｍ小学生1.2年男女　1位 吉田　蕗生  5分52秒　2位 藤本　航輝  6分07秒　3位 嵯峨　由磨  6分17秒
○高知くろしお駅伝大会（1月5日・高知市）
　 6区間12.0ｋｍ　6位　佐那河内（瀧本・佐々木・小川・市原・正木・青木）41分52秒
○ＳＢ健康マラソン　　　
　1500ｍ小学2年生男子　6位 藤本　航輝  6分39秒
　2000ｍ小学3年生女子　1位 山川　玲奈  9分00秒　2位 嵯峨　瑞貴  9分00秒　3位 藤本萌々夏  9分25秒
　2000ｍ小学4年生女子　6位 吉田　梨央  8分52秒
○阿波市民マラソン（2月3日・阿波市民グランド）
　3000ｍ中学男子　4位 吉田　一成  10分10秒
　1300ｍ小学男子　3位 正木　都雄  5分02秒
　1300ｍ小学女子　2位 吉田　梨央  5分43秒

                                         入賞おめでとうございます。これからも、がんばってくださいね！

第1弾



あなたの情報 まってます（広報係）

1年間お疲れ様でした、そしてありがとうございました。3/7
（金）

　昨年4月10日に来村してから約1年間、さまざまな農作業、活動
を行ってきた及川さん。この日その活動報告が行われました。及
川さんが感じた佐那河内を彼らしい素直な言葉で語ってくれまし
た。
　参加者からは「見慣れた棚田を美しいと表現してくれるなど、
新しい視線で佐那河内を感じることができた。」との感想が寄せ
られました。
　及川さんは3月13日に離村されました。これからの及川さんの
ご活躍を祈りつつ、再び会える日を楽しみにしたいですね！1年間
本当にお疲れ様でした。

～緑のふるさと協力隊及川仙一さん活動報告会～

4/6
（日）

大川原オカリナクラブ初！ 
　　　　　　村外での演奏会

3/8
（土）

　昨年活動を開始した「大川原オカリナクラブ」が、
那賀町四季美谷温泉で、ミニコンサートを行いまし
た。オカリナの音色に合わせて来場客の皆さんが童
謡を口ずさむ姿もあり、温泉らしく温かい雰囲気に包
まれていました。
　ご協力いただいた夕月オカリナクラブさん、日和佐
オカリナクラブの皆さんそして、四季美谷温泉の職員
の皆さんありがとうございました。

佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録佐那河内スポーツ少年団陸上部活躍の記録

第4回　徳島環境県民会議会長賞
～中辺カトレア会～

　県民みんなが「環境にやさしい暮らし」を心がけ、「ごみゼロの社会」をめ
ざす取り組みとして、模範となる団体が表彰されました。
　「特別なことをしたわけではなく、毎日の生活の中で、楽しみながら環境
美化やゴミの減量に繋がる活動をしていただけ」だと話す会員さんたち。お
めでとうございました。　　
　この他にも、カトレア会のメンバーは、いろいろなことにチャレンジしています。表紙でご紹介した、遊
山箱も、彼女たちが手づくりで作成したものです。
　『お金を払えば、きれいな既製品は手にはいるけど、自分たちで作ったものは安くつくし、愛着もわくで
えな！』と話してくれました。
　取材した4月6日は、「日曜日だし、少し遅れて旧の節句のお祝いを！」とメンバーが集まって、巻きずし
やおいなりさんの他、寒天に煮しめなど、たくさんのごちそうを作っていました。
　東風吹く休日、手づくり遊山箱を持ってちょっとお出かけというのも素敵ですね！！



～あたらしい先生を紹介します～

今年度から、クラスの名前が変わりました。
●年長クラス（5歳児）…つ　き（そのままです）
●年中クラス（4歳児）…ゆ　り → ほ　し
●年少クラス（3歳児）…り　す → や　ま
●2歳児クラス…………うさぎ → か　わ
●0・1歳児クラス………ひよこ → そ　ら

 子どもたちが呼びやすい
よう2文字で、自然感溢れ  
  る言葉を選びました。

クラスごとに、担任の先生の写真を
掲載します。

こんどうつよこ
近藤つよ子先生

しもむらのぞみ
下村　希先生

みなみみちこ
南　美智子先生

ふくながけいこ
福永　恵子先生

のたまさよ
野田　真代先生

ささきりえ
佐々木理江先生

かとうきよ
加藤　季代先生

うえひらのりよ
上平　昇代先生

こんどうさいこ
近藤　彩子先生

きただにまり
北谷　真理さん

もりかわえみ
森河　恵美さん

ほし
ぐみ

つき
ぐみ

やま
ぐみ

しらきわかな
白木和佳奈先生

いのうえみか
井上　美香先生

かわ
ぐみ所長

先生

調理と用務
担当

そら
ぐみ

その11

　
昨
年
４
月
か
ら
約
１
年
間
、緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
と
し
て
及
川
仙
一
さ
ん
に
村
内
各
地
で
積
極

的
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
は
、３
月

１５
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
、緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
活
動
の
集
大
成
で
あ
る
公
開
報
告
会
に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、１
年
間
日
本
各
地
で
活
動
し
た

協
力
隊
２４
人
が
趣
向
を
凝
ら
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ー
ス
で
活
動
内
容
の
報
告
や
地
域
の
特
産
品
の
宣

伝
を
し
ま
し
た
。所
狭
し
と
広
げ
ら
れ
た
特
産
品

や
展
示
を
見
て
い
る
と
、密
度
の
濃
い
活
動
で
あ
っ

た
こ
と
や
、活
動
先
に
対
す
る
深
い
思
い
入
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。及
川
さ
ん
も
、

佐
那
河
内
の
特
産
品
や
風
景
、郷
土
料
理
や
お
祭
り
な
ど
の
写
真
を
模
造
紙
い
っ
ぱ

い
に
貼
り
付
け
本
村
の
宣
伝
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、ス
ダ
チ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の

収
穫
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、ハ
ウ
ス
と
露
地
で
時
期
が
異
な
る
こ
と
、農
家
に
よ
っ

て
や
り
方
が
違
う
こ
と
な
ど
、質
問
に
も
し
っ
か
り
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
配
ら
れ
た
冊
子
か
ら
、及
川
さ
ん
の
言
葉
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
　
徳
島
で
の
農
村
生
活
は
と
て
も
刺
激
的
で
感
動
と
衝
撃（
笑
撃
？
）の
一
年
間
で

　
　
し
た
！

　
　
佐
那
河
内
村
は
本
当
に
宝
箱
の
よ
う
な
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
す
！

　
　
と
に
か
く
お
金
で
買
え
な
い
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
及
川
さ
ん
に
は
、本
当
に
よ
く
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
っ
た
し
、私
た
ち
の
気
づ
か

な
か
っ
た
佐
那
河
内
の
素
晴
ら
し
い
所
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。及
川
さ
ん
の
活

動
は
３
月
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、４
月
か
ら
新
し
い「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
」が
来
村
し
て
い
ま
す
。ま
た
違
っ
た
関
わ
り
合
い
か
ら
新
し
い
発
見
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」の
活
動
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



ファミリー・サポート・センターとは、
　「育児の応援を依頼したい」「少し育児の応援ができる」という人が会員登録し、地域のなかで育児の相互援助
を有料で行うものです。村も平成20年4月1日から、会員登録ができます。
◎依頼会員…育児の応援を依頼したい人で0歳から小学校6年生までの子どもの子育ての応援を受けたい人
◎提供会員…子育ての応援がしたい、できる人。資格・経験は問いませんが講習を受けていただきます。
◎報酬（利用料金）　月～金　7：00～21：00　1時間700円　左記以外　1時間800円
◆問い合わせ先　徳島ファミリー・サポート・センター　徳島市昭和町3-35-1　TEL088-611-1551
　　　　　　　　住民福祉課

広域化！

会員募集
中

平成平成1919年度年度    環境保全促進事業地域環境リーダー養成基礎講座環境保全促進事業地域環境リーダー養成基礎講座平成19年度  環境保全促進事業地域環境リーダー養成基礎講座～第2弾～

　小松島西高校が行なってい
る「ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ雪花菜工房」
では、徳島県の商品価値の低
い農産物などを使用した商品
開発を行ない「雪花菜アイス」
や「雪花菜クッキー」などを商
品化し、四国経済産業局から徳島県の地域資源に認定され
ている事例をもとに、地域から出る廃棄物も地域資源として
見直し、有効活用を図る大切さを研修しました。

　全国的な農山村の過疎化・高齢
化の進行が、農山村の自然破壊や自
然の窮乏化を進行させ、これまで予
想もしなかった水害・土石流などの
甚大な被害を及ぼし、河川の下流域
の都市景観の変貌や近海漁業への
打撃など広域的な荒廃の進行を映
し出しています。映画では、一見、無駄とか、非効率とか言われる農山村地
区に住む人々の生活が、経済効率だけで保障されなくなることが、どれだ
け社会全体にとって大きなマイナスになるのかを問いかけています。
　佐那河内村においても過疎化・高齢化が進行しており、地域の将来につ
いて考える機会づくりとなりました。

鈴鹿　剛 さん
（環境カウンセラー・小松島西高校教諭）　　

映画「寒川」上映会
 

この地域環境リーダー養成基礎講座は、全国モーターボート競走施行者協議会からの助成を受けて実施しています。

「徳島東部市民教授制度」参加者の募集について「徳島東部市民教授制度」参加者の募集について

　現在、徳島東部地域市町村長懇話会のなかで、行政の広域的な連携をめざした取り組みを進めており、その一現在、徳島東部地域市町村長懇話会のなかで、行政の広域的な連携をめざした取り組みを進めており、その一

つつとして「徳島東部市民教授制度」を実施することとなりました。

－「徳島東部市民教授制度」とは－

　地域住民の生涯学習が一層充実することを目的として、広く住民の中から、長い間の貴重な経験や修練等を通し
て培われた豊かな知識・体得された技術・優れた技能をお持ちの方を「市民教授」として登録し、徳島東部12市町
村内の団体やグループなどの求めに応じ、各種講演会、実演、実技指導などの講師として活動していただく制度です。
　「市民教授」の指導に必要な経費（謝礼など）は、活用する側が負担します。

－「市民教授」としてご協力いただけるみなさんを募集します－

　●申し込み締め切り日　　平成２０年5月１６日（金）

　　・自薦・他薦は問いませんが、他薦の場合は、必ず本人の承諾が必要です。
　　・市民教授は「徳島東部市民教授名簿」に登録され、徳島東部12市町村の社会教育関係機関などに配布されます。
　　・登録期間は、登録の日から平成22年3月末日までですが、再登録ができます。
　●お問い合わせ先：教育委員会

  　・登録申込書・登録推薦書は教育委員会にあります。
  　・市民教授を活用したいときは、教育委員会へご連絡ください。

＜参考＞　徳島東部１２市町村
　徳島市、小松島市、勝浦町、上勝町、佐那河内村、石井町、神山町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町



　ハインツ・レイマン（スウェーデンの心理学者）による職場で受けるいじめの5類型

 　　　① 部下の自己実現を妨害する　　　② 部下を孤立させる
　　 　③ 同僚の前で部下をこき下ろす　　④ 仕事で部下の信用を傷つける
　　 　⑤ 部下の健康を危険にさらす

　最近、新聞や雑誌で「パワハラ」という言葉を目にします。よく似た言葉に
セクハラ（セクシュアル・ハラスメント）という言葉があります。これは職場
をはじめとして地域やわたしたちの生活の中に身近な問題として定着してきま
した。「パワハラ」とは「パワー・ハラスメント」の略で「パワー」は権力・
地位、「ハラスメント」はいやがらせの意味です。職権を背景に、上司から部
下に対して行われることがほとんどですが、先輩と後輩、経験者と未経験者、
正社員と派遣社員など相手に対して優位に立っているものすべてについて起こ
り得り、また、ＩＴ能力や語学力など専門的なスキルの優劣を利用して、対上司などでも起こることがあります。
　パワハラとは、一般的に、「職務権限などの優越的権力を用いて、業務の範囲を逸脱して、相手の人格や尊
厳を侵害する言動を継続的に行い、精神的・肉体的な損害を与えること。また、これらによって、就労環境を
悪化させたり雇用不安を与えたりすること」と言われており、簡単に言うと、「職場における立場や地位など
を利用したいじめ」と言うことができます。
  具体的には1、2度、注意されたり、叱られたことはふつうパワハラにはなりませんが、こうした行為が継続
して行われるとパワハラになります。そのほかに「そんなことをすれば・・・」と給料や昇進への影響をちら
つかせたり、毎日のように「クビにするぞ」「辞めてしまえ」と怒鳴り散らす。また、わざと低い評価をした
り、仕事を与えなかったり、逆に過度の労働を強要したり、根拠のないうわさを理由にした配置転換などいろ
いろな場合があります。その結果、退職や精神的な病にまで追い込まれたりすることもあります。パワハラは
加害者自身がそれと気づかずに起こしていることも多いようです。そして「個人同士の問題」として考えられ
がちです。しかし、そのために精神的に傷ついたり、仕事に集中できなくなったりすると、働く者にとっては
労働問題であり、職場における人権侵害の問題になります。企業や職場によって業務内容が違うために、何が
パワハラになるのか気づくことがまず大切だと思います。

佐那河内村の人権教育　VOL．136

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

〈小学校体育館〉
 ※健康運動教室　
　 20：00～21：00
 ※太極拳　
　 19：30～20：30

〈中学校体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：30
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4

11

5 6

15 16 1712 13 14

22 23 241918 20 21

2625 27 28 29 30 31

7 8 9 10

太極拳

卓　球

太極拳

卓　球

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

健康運動教室

健康運動教室

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
　事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
　手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。



明治大学ファームステイ研修体験レポート明治大学ファームステイ研修体験レポート明治大学ファームステイ研修体験レポート 第3回

受
け
入
れ
農
家
　
尾
崎
さ
ん
（
中
分
）

【
川
合
大
介
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

　平成19年9月13日（木）～9月19日（水）の期間で,明治大学農学部

農業経済学科の学生9人（男子7人・女子2人）が農家民泊をし、すだち

収穫の農業体験を行うファームステイ研修を実施しました。今回はこの

体験レポート最終回です。村では平成20年度も引き続き明治大学ファ

ームステイ研修の受け入れ農家を募集します。くわしくは佐那河内村役

場産業建設課までお問い合わせください。

受
け
入
れ
農
家
　
小
谷
さ
ん
（
南
浦
）

【
吉
田
百
合
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

　
は
じ
め
に
、初
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
で
は

様
々
な
体
験
と
初
め
て
見
る
光
景
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
先
と
な
っ
た
尾
崎
さ
ん
ご
夫
婦
を
は
じ
め
、農

家
の
み
な
さ
ん
や
村
役
場
の
み
な
さ
ん
、橋
口
先

生
、貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
の
目
的
は
「
す
だ
ち
」
の
収
穫
で

す
。
ま
ず
「
す
だ
ち
」
と
は
ミ
カ
ン
科
に
常
緑
低

木
な
い
し
中
高
木
で
ユ
ズ
の
近
縁
種
で
あ
り
、柑

橘
類
で
あ
り
ま
す
。花
期
は
５
月
頃
で
白
い
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
秋
頃
に
な
る
と
果
実
が
実
り
、青

い
う
ち
に
収
穫
し
て
出
荷
し
ま
す
が
、熟
す
と
ミ

カ
ン
と
同
じ
よ
う
に
黄
色
く
な
り
商
品
化
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
余
談
で
は
あ
り
ま

す
が
、今
回
一
緒
に
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し

た
友
人
が
「
す
だ
ち
」
の
名
前
の
由
来
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。
彼
の
予
想
で
は
あ
り

ま
す
が
携
帯
電
話
で
「
す
だ
ち
」
を
入
力
し
て
検

索
す
る
と
「
巣
立
ち
」
と
変
換
さ
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
徳
島
県
か
ら
日
本
全
国
に
巣
立
つ（
出
荷
）

と
い
う
こ
と
が
名
前
の
由
来
か
も
し
れ
な
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
本
当
の
名
前
の
由

来
は
酢
橘（
す
た
ち
ば
な
）に
由
来
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
私
た
ち
は
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
佐
那
河

内
村
に
来
て
東
京
に
戻
る
。「
戻
る
」
で
は
あ
り

ま
す
が
私
達
は
新
た
な
気
持
ち
を
持
ち
東
京
に

巣
立
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）「
す
だ
ち
」の
収
穫
を
行
う
と
き
の
必
要

な
物
は
「
刃
の
短
い
ハ
サ
ミ
・
二
枚
重
ね
の
長
袖
の

シ
ャ
ツ
・
帽
子（
私
は
タ
オ
ル
を
頭
に
ま
き
ま
し

た
）・
持
続
力
」で
す
。ハ
サ
ミ
は
「
す
だ
ち
」
を
採

る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
、長
袖
の
シ
ャ
ツ
は
や

ぶ
蚊
対
策
で
、長
袖
を
二
枚
重
ね
に
す
る
こ
と
と

帽
子
は
ト
ゲ
か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
す
。最
後
に

残
っ
て
い
る
「
持
続
力
」
は
体
力
と
は
別
物
だ
と

思
い
ま
す
。
体
力
に
関
し
て
は
自
信
が
あ
る
私
で

は
あ
り
ま
す
が
、だ
ん
だ
ん
ダ
レ
て
き
た
り
し
ま

す
。
休
憩
中
は
よ
く
「
ザ
・
す
だ
ち
」
を
飲
ん
で
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
次
の
収
穫
に
望
み

ま
し
た
。
休
憩
後
の
は
じ
め
は
け
っ
こ
う
元
気
よ

く
収
穫
に
励
み
ま
し
た
が
、最
後
の
方
は
ダ
レ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
尾
崎
さ
ん
の
農
作
業

を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
お
じ
さ
ん
に
一
言
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
農
作
業
で
大
切

な
こ
と
は
持
続
力
だ
よ
」
と
。
私
は
基
本
的
に
全

力
投
球
タ
イ
プ
の
人
間
な
の
で
、長
く
て
楽
な
仕

事
と
短
く
て
辛
い
仕
事
な
ら
短
く
て
辛
い
仕
事

を
選
ぶ
と
思
い
ま
す
。決
し
て
農
業
が
楽
な
仕
事

だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、お
じ
さ
ん
の
言
葉

の
後
か
ら
少
し
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

話
も
交
え
な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
途
中
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
も
な
く
、作
業

を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
中
略
）

　
研
修
期
間
中
、尾
崎
さ
ん
に
は
農
作
業
の
こ
と

以
外
に
も
人
生
の
話
や
野
球
の
話
な
ど
、楽
し
く

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
度
は
徳
島

県
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の

で
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
本
全
国
に
あ
る
す
だ
ち
の
９７
％
が
徳
島
県

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
主
な
生

産
地
は
、佐
那
河
内
村
、神
山
町
、上
勝
町
な
ど

で
す
。
本
格
的
に
栽
培
が
さ
れ
始
め
た
の
は
、昭

和
３０
年
代
で
、も
と
も
と
徳
島
県
で
は
み
か
ん
の

生
産
が
主
流
で
し
た
が
、こ
の
頃
み
か
ん
が
海
外

か
ら
輸
入
さ
れ
始
め
た
の
と
、徳
島
の
み
か
ん
で

は
他
の
県
の
み
か
ん
に
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
契
機
に
、昭
和
５０
年
代
頃
か
ら
生
産
が

さ
か
ん
に
な
り
始
め
ま
し
た
。（
中
略
）

　
佐
那
河
内
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
の

販
売
額
は
２０
億
円
で
、そ
の
う
ち
す
だ
ち
が
約
４

億
円
で
、も
う
一
つ
の
特
産
物
で
あ
る『
も
も
い

ち
ご
』が
約
２
・
２
億
円
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
小
谷
さ
ん
に
佐
那
河
内
村
を
車
で
周
っ
て
い

た
だ
い
た
と
き
に
、道
路
の
脇
に
絶
え
ず
い
ろ
い

ろ
な
作
物
の
木
や
き
れ
い
に
手
入
れ
の
さ
れ
た

田
ん
ぼ
を
見
ま
し
た
。
佐
那
河
内
村
に
は
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
農
産
物
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
中
略
）

　
私
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
ず
っ
と
都
会
に
住

ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
で

は
、普
段
テ
レ
ビ
や
本
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と
の



明治大学ファームステイ研修体験レポート

吉田さん（左）松本さん（右）

【
松
本
裕
美
子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

な
い
農
作
業
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
私
の

目
的
で
し
た
。
最
初
の
対
面
式
で
、受
け
入
れ
農

家
の
み
な
さ
ん
の
話
や
実
際
に
小
谷
さ
ん
の
お

話
を
聞
く
に
つ
れ
て
、農
作
業
と
い
う
仕
事
の
厳

し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り

や
、そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
出
会
い
も
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
、家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
、自
然
を

大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、私
が
普
段
生
活

す
る
う
え
で
当
た
り
前
で
と
て
も
大
事
な
こ
と

な
の
に
、つ
い
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小

谷
さ
ん
夫
婦
の
笑
顔
を
見
て
話
を
し
て
い
る
と
、

時
間
が
た
つ
の
が
こ
ん
な
に
惜
し
い
と
思
っ
た
の

は
た
ぶ
ん
初
め
て
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
す
だ
ち

の
収
穫
作
業
は
、暑
さ
や
強
い
雨
の
中
で
一
個
一

個
丁
寧
に
扱
う
仕
事
で
し
た
。
今
は
世
界
中
が

い
か
に
物
事
を
効
率
よ
く
す
る
か
を
研
究
し
て

い
ま
す
が
、こ
の
作
業
は
効
率
よ
り
も
丁
寧
に
扱

う
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
仕
事
な
の
で
、す
ご
く
新

鮮
で
し
た
。
な
に
よ
り
、周
り
の
み
な
さ
ん
と
お

話
を
し
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
る
と
、あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
作
業
を

経
て
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
愛

情
に
恵
ま
れ
た
す
だ
ち
は
、本
当
に
き
れ
い
な
色

を
し
て
い
て
収
穫
し
て
い
る
と
き
か
ら
、さ
わ
や

か
な
香
り
が
し
ま
し
た
。

　
小
谷
さ
ん
に
は
、す
だ
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
使
い

方
や
、
料
理
な
ど
も
少
し
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
自
身
た
く
さ
ん
の
収
穫
と
、今
ま
で
以
上

に
す
だ
ち
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
小
谷
さ
ん

ご
家
族
の
み
な
さ
ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
佐
那
河
内
村
の
み
な
さ
ん
、引
率
し
て
い
た
だ

い
た
橋
口
先
生
、最
後
ま
で
倒
れ
ず
に
頑
張
れ
た

身
体
を
産
ん
で
く
れ
た
私
の
両
親
と
、最
後
は

好
奇
心
旺
盛
な
自
分
自
身
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　１ 

佐
那
河
内
村

　
佐
那
河
内
村
は
、徳
島
県
の
中
東
部
に
位
置

し
、総
面
積
は
４２
・
３０
 
で
東
西
９
・
５
 
、南

北
４
・
５
 
の
平
行
四
辺
形
で
盆
地
状
を
呈
し
て

い
ま
す
。
人
口
２
９
３
４
人（
平
成
１９
年
３
月

末
）、年
間
平
均
気
温
１６
・
７
℃（
平
成
１７
年
）と

温
暖
で
す
。

　
徳
島
県
唯
一
の
一
郡
一
村
の
自
治
体
で
、古

く
よ
り
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
近
年
、人
口
減
少
や
高
齢
化
、産

業
構
造
や
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
が
急
速
に
進

み
、村
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
現
在
、「
す
だ
ち
」
、「
十
万
み
か
ん
」
、「
も
も

い
ち
ご
」
、「
し
い
た
け
」
、「
ネ
ギ
」
を
は
じ
め
と

す
る
数
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
を
生
産
し
、全

国
の
市
場
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
が
進
み
、遊
休
農
地
の
問
題
も
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
対
策
と
し
て
、平
成
９
年
に
「
果
樹
オ
ー

ナ
ー
園
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。（
中
略
）

３ 

す
だ
ち
に
つ
い
て

　
昔
は
、み
か
ん
の
収
穫
が
盛
ん
で
し
た
。
し
か

し
、静
岡
や
愛
媛
な
ど
の
み
か
ん
が
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、ま
た
輸
入
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、昭
和
５５
年
よ
り
す
だ
ち
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
す
だ
ち
の
原
価
は
１
つ
約
２
円
。
全
国
で
の

出
荷
割
合
は
約
９５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
で

は
、「
す
だ
ち
は
ち
み
つ
酒
」
、マ
ー
マ
レ
ー
ド
な

ど
加
工
品
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

４ 

経
営
の
課
題
と
今
後
の
見
通
し

　
後
継
者
が
少
な
い
た
め
、経
営
面
積
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
減
少
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

い
か
に
遊
休
地
を
美
し
く（
景
観
な
ど
）自
然
に

返
す
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
農
園（

貸
農
園
）や
薬
草
園
、非
農
家
の
人
に
喜
ん
で
も

ら
う
よ
う
な
体
験
農
園
を
作
り
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。（
受
け
入
れ
農
家
の
み
な
さ
ん
の
お
話

よ
り
）

　
平
成
に
入
り
専
業
農
家
も
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
。
現
在
、個
人
販
売
と
し
て
「
し
ゃ
く
な
げ

市
」
、貸
農
園
と
し
て
「
果
樹
オ
ー
ナ
ー
園
」
が
あ

り
ま
す
。

「
し
ゃ
く
な
げ
市
」
…
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
の

朝
７
時
よ
り
役
場
前
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
す
。

新
鮮
な
特
産
品
を
紹
介
し
販
売
し
ま
す
。
村
内

外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
ま
す
。

「
果
樹
オ
ー
ナ
ー
園
」
…
特
産
の
す
だ
ち
や
み
か

ん
な
ど
５
種
類
の
農
作
物
を
、家
族
や
友
人
と
一

緒
に
収
穫
し
そ
の
場
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
農
作
業
の

体
験
が
で
き
、農
家
の
人
た
ち
と
交
流
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

５ 

感
想

　
初
め
て
訪
れ
た
徳
島
県
佐
那
河
内
村
で
の
フ

ァ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、私
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
よ
り
野
菜
・
果
物
は

ス
ー
パ
ー
で
購
入
し
た
り
、近
所
の
農
家
の
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
り
し
た
も
の
を
食
べ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
農
業
体
験
で
は
そ
の
作
物
を

作
り
収
穫
す
る
こ
と
の
大
変
さ
と
、農
家
の
み
な

さ
ん
の
明
る
さ
、温
か
さ
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
農
業
体
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
暑
い
中

で
の
作
業
は
思
っ
た
以
上
に
大
変
で
し
た
が
、受

け
入
れ
農
家
の
小
谷
家
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
は
、肉
・
魚
以
外
は
ほ

と
ん
ど
購
入
す
る
こ
と
な
く
、家
で
作
っ
た
新
鮮

な
野
菜
や
果
物
が
食
卓
に
並
び
、自
給
自
足
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
加
工
工
場
や
Ｊ
Ａ
の
見
学
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
食
の

安
全
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
、こ
の
地
域
で
は

農
薬
を
減
ら
し
、手
間
暇
か
け
て
一
つ
一
つ
丁
寧

に
作
物
を
収
穫
し
て
い
る
様
子
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、マ
ー
マ
レ
ー
ド
な
ど
に
使

用
で
き
な
い
す
だ
ち
の
皮
を
土
に
か
え
す
と
い

う
循
環
型
社
会
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
小
谷
さ
ん
か
ら
は
「
す
だ
ち
作
り

は
、子
を
育
て
る
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。自
然
の
中
で
作
物
を
収
穫
す
る
に

は
、計
画
通
り
に
は
い
か
な
い
い
ろ
い
ろ
な
苦
労

が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、愛
情
を
こ
め
、

熱
心
に
作
物
を
作
っ
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。（
中
略
）小

谷
さ
ん
の
ご
家
族
を

は
じ
め
、村
の
み
な
さ

ん
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。



　平成２０年度の労働保険の年度更新の時期がきました。
　平成１９年度分の確定保険料と、平成２０年度分の概算保険料の申告・納付手続きを、「労働保険確
定・概算保険料申告書」により5月２０日（火）までに行ってくださいますようお願いします。
　年度更新については、徳島労働局　労働保険徴収室（ＴＥＬ088―652―9143）へお問い合わせ
ください。

　　　　事業主各位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島労働局

Ｑ１ なことをするの？」「どんな
Ａ１ ちの健康は私たちの手で」をモットーに健康づくりに関する講習や調理実習を通して、正「私たち

リズムやバランスの取れた食生活の大切さを学び、普及します。しい生活リ
では、栄養士や運動指導実践士などの専門スタッフが、健康づくりに役立つことを教えて　☆講習会で☆講習会で

　くれます。くれます
　☆講習会では、血圧・検尿検査・体脂肪率などの自分たちの健康チェックをしています。
　☆佐那河内でとれた新鮮な野菜を食材に地産地消をめざして、身体にやさしい料理を学びます。

らしの高齢者の昼食会（ふれあい昼食会）や子どものクッキング教室などのボランティア　☆一人暮ら
行い、学んだことを地域のみなさんに伝えています。　活動を行

Ｑ２ な組織ですか？」「どんな
Ａ２ 生活改善推進委員団体連絡協議会の徳島県支部である『徳島県食生活改善推進協議会』に全国食生

ます。　属していま

◎連絡先◎
住民福祉課内　佐那河内村ヘルスメイトの会事務局

　徳島県では、14年間連続している糖尿病死亡率ワースト1位からの脱却をめざして、食生活の見直しなど
の健康づくり運動が県全体ですすんでいます。の健康 くり

ヘルスメイトの会では　佐那河内村 、『こども時代』からの食生活が大事と考え、保護者のみなさんをはじめ、
村民のみなさんに入会を呼びかけています。より多くの村

しくて参加できない・・・』と迷われているみなさん、育児や子育て、お仕事をされているみな　『毎日忙し
さんも参加しやすい環境を一緒に作っていきましょう！さんも参加し 多くのみなさんの入会をお待ちしています♪

個人情報に関する内容のため削除しています



時 所 対
持 問

◎4月は軽自動車税の納期です！　お忘れなく！

問

問

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

水

木

火

水

木

金

月

水

木

授業参観日

健康相談

わんぱく教室（保健師相談日）

わんぱく教室（保健師相談日）

わんぱく教室

わんぱく教室

わんぱく教室（子ども劇場）

全国学力学習状況調査

入所記念撮影

健康料理教室

PTA総会、授業参観

健康相談

いきいき体操教室

股関節脱臼健診

心配ごと相談・人権擁護相談

時
所
13：30～15：30　
宮前公民館

参観日

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

廃ビニールなど収集日

廃ビニールなど収集日

廃ビニールなど収集日

粗大廃棄物、廃家電、
廃ビニールなど収集日

廃ビニールなど収集日

時
所
13：15～13：30（受付）　　
農振センター 1F（会議室）

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

時
所
13：30～15：30　　
桜集会所

時
所
9：35～10：20　　
小学校

時
所
8：40～　　
中学校

時
所
9：15～　　
保育所

時
所
10：00～　　
保育所

時
所
00：00～　　
小学校・中学校

心配ごと相談・行政相談

時

所
・
寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　13：30～14：00 
根郷集会所　　14：15～14：40

健康手帳

役員改選

持

健康手帳持

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

時
所
9：30～9：45（受付）　　　
農振センター 1F（会議室）

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

時
所
10：00～11：30　　　
保育所

時

所
・
桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改センター13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

いきいき体操教室
持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人

運動しやすい服装
対

持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人

運動しやすい服装
対

持 米1合、材料代200円、エプロンなど
対 健康づくりに関心のある方

持 母子手帳
対 乳児

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円



早
春
の
能
役
者 

│
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
│

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．143

　

残
雪
の
す
き
間
か
ら

赤
い
頭
を
振
り
立
て
て

能
を
舞
う
猩し
ょ
う

猩じ
ょ
う

（
酒
好

き
で
赤
ら
顔
の
想
像
上

の
獣
）
の
よ
う
な
姿
か

ら
こ
の
名
が
つ
い
た
。

  

ユ
リ
科
の
多
年
草
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
、

し
か
も
平
地
か
ら
高
山
ま
で
広
く
分
布
す

る
。
分
布
域
が
広
い
こ
と
は
、
気
候
、
土
質

な
ど
異
な
る
多
様
な
環
境
に
対
す
る
適
応
力

が
大
き
い
の
だ
。　

　

花
は
花
茎
の
先
に
７
〜
８
個
房
状
に
付

き
、
１
つ
の
花
に
見
え
る
。
め
し
べ
が
先
に

熟
し
、
こ
の
時
お
し
べ
は
ま
だ
花
粉
を
出
さ

な
い
。
こ
こ
に
も
近
親
交
配
を
避
け
る
仕
組

み
が
あ
る
。

  

花
の
後
、
秋
か
ら
冬
に
野
山
で
大
き
な
ロ

ゼ
ッ
ト
状
の
葉
を
広
げ
、
し
こ
た
ま
光
合
成

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
め
る
。
こ
れ
が
春
の

開
花
の
源
だ
。

  

古
い
葉
先
を
よ
く
み
る
と
芽
が
出
て
い

る
。
こ
れ
が
根
を
下
ろ
し
、
分
身
し
て
新
し

い
個
体
と
な
る
。
親
の
周
り
に
子
株
が
た
く

さ
ん
で
き
て
、
丈
夫
に
育
っ
て
い
く
。
い
わ

ゆ
る
ク
ロ
ー
ン
に
よ
る
繁
殖
で
あ
る
。

  

種
子
に
よ
る
繁
殖
（
親
と
遺
伝
子
の
異
な

る
個
体
・
遠
く
に
飛
ば
す
・
繁
殖
は
不
確
実
）

と
分
身
（
遺
伝
子
は
同
じ
・
繁
殖
は
確
実
）

に
よ
る
繁
殖
の
両
刀
を
つ
か
っ
て
た
く
ま
し

く
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　

(

東
）

　

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（ 679－2238）

● 4月19日～20日（土～日）　
　　　　　　　　　10時～15時
　 竹炭を焼いてみよう
● 4月20日（日）　10時～14時
　 花見遊山に行こう
● 4月24日（木）　10時～14時
　 オオルリを見に出かけよう
● 4月26日（土）　10時～14時
　 高原で草餅づくり
● 4月27日（日）　10時～14時
　 オオルリを見に出かけよう
● 4月29日（火・祝）　10時～15時
　 カタクリの森ウオッチング
● 5月3日（土・祝）　8時30分～17時
　 柴小屋の春を訪ねて
● 5月4日（日・祝）　10時～15時
　 最近発見された動物の姿を
　　　　　　　　　　探し出そう
● 5月5日（月・祝）　10時～15時
　 カタクリの森ウオッチング

　４月１０日、緑のふるさと協

力隊の栗原美幸さん（埼玉

県出身）が本村にやってき

ました。来年３月までの約１

年間、農業のお手伝いや地

域の行事に参加し、山村の

生活を体験します。嵯峨の丸田集会所前の直さ

んのお宅を借りて生活しますが、活動範囲は村

内全域です。関東地方出身の栗原さんと接する

ことで、新しい文化、発想に触れる良い機会にな

ると思います。ぜひ、積極的に声をかけてください。

　栗原さんに農業などを手伝ってもらいたい人を

募集しています。お問い合わせ、申し込みは産業

建設課まで。

くりはら  み  ゆき

全員集合！

　　ホップ、ステップ、スマイリングー！　

左上から　平成14年12月16日生  　辰
たつ　み

光ちゃん（5歳）
　　　　   平成16年5月1日生  　   伶

れ　おん

光ちゃん（3歳）

左下      　平成18年8月24日生  　 光
こ　こ　な

々渚ちゃん（1歳）
                           光

こ　なつ

夏ちゃん（1歳）
        パパ 　原年朗さん・ママ 由美さん（宮前）


